浄土教に於ける中觀・瑜伽の交渉　：　無量壽經論註に關する一試論（小西・高畠・前田三教授頌壽記念） by 藤堂, 恭俊
淨
土
敏
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
`
無
量
壽
經
論
註
に
關
す
る
一
試
論
藤
堂
恭
俊
中
觀
.
瑜
伽
二
流
派
の
歴
皮
的
交
渉
の
事
實
は
、
夙
に
法
藏
罐
。ー
諏
b。
に
封
し
て
語
ら
れ
た
日
照
O
守
9
犀
碧
匿
爭
。゚1
8
刈
の
印
度
佛
教
事
情
に
於
て
周
知
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
、
諍
論
の
態
に
於
て
そ
の
展
開
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
ゆ
而
し
て
そ
の
内
容
は
清
辨
剴
9
<
拳
°
　>
B
h
a
v
iv
ek
a
490-
570
の
大
乘
掌
珍
論
・
般
若
燈
論
に
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な
ら
す
、
同
じ
く
清
辨
の
中
觀
心
論
、
月
稱
C
a
　id
ra
k
ir
ti
F�00
-=fi
50
の
入
中
論
、
寂
天
ω
騨暮
鑑
o
<
9
09
1
§
の
入
菩
提
行
論
、
更
に
提
婆
に
歸
せ
ら
れ
る
智
心
髓
集
、
°清
辨
に
歸
せ
ら
れ
る
中
觀
寶
燈
論
な
ど
の
漢
譯
已
外
の
資
料
に
あ
つ
て
も
、・
そ
れ
ぞ
れ
瑜
伽
唯
識
を
批
判
し
た
一
章
が
特
設
せ
ち
れ
、
問
答
..,
　
往
復
の
は
こ
び
に
於
で
そ
の
論
旨
が
示
さ
れ
て
ゐ
為
。
斯
樣
に
印
度
に
淤
て
は
六
・
七
世
紀
に
ま
た
が
り
、
中
觀
・
瑜
伽
二
流
派
の
歴
皮
的
交
渉
が
展
開
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
私
が
荷
負
つ
て
ゐ
る
課
題
は
、
そ
の
サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
に
示
さ
れ
る
如
ぐ
、
地
域
的
に
か
N
る
大
乘
佛
歡
思
想
展
開
の
歴
皮
を
持
つ
印
度
文
化
圈
と
は
隔
離
せ
ら
れ
た
、
從
つ
て
印
度
と
は
全
く
異
つ
た
文
化
圈
内
に
於
て
、
佛
教
が
獨
自
の
展
開
を
な
し
た
シ
ナ
、
特
に
北
魏
に
於
け
る
曇
鸞
の
無
量
壽
經
論
註
に
示
さ
れ
る
淨
土
教
に
封
す
る
理
解
を
め
ぐ
つ
て
、
淨
土
歡
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
洋
(藤
堂
恭
俊
)
コご
]二
東
洋
學
論
叢
辱
,
三
三
二
、
中
觀
・
瑜
伽
二
流
派
の
交
渉
の
跡
を
探
索
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
じ
く
中
觀
・
瑜
伽
二
流
派
の
交
渉
と
言
つ
て
も
、
そ
の
間
に
於
け
る
壓
皮
的
事
梼
の
差
異
を
等
閑
靦
す
べ
き
で
は
な
い
。
言
ひ
換
れ
ば
問
題
の
焦
點
を
構
成
す
る
曇
鸞
は
、
年
代
的
に
清
辨
の
生
涯
と
ほ
貸
そ
の
年
代
を
等
し
く
し
な
が
ら
も
、
兩
者
の
教
學
的
基
盤
と
な
る
歴
史
的
現
實
の
獨
自
性
は
、
爾
者
を
李
面
的
に
併
列
靦
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
然
ら
ば
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
が
曇
鸞
の
教
學
に
於
で
域
立
ち
得
る
i
印
度
に
於
け
る
と
は
異
つ
た
獨
自
な
歴
皮
的
必
然
性
を
、
無
量
壽
經
論
註
が
産
み
出
さ
れ
る
基
態
た
る
北
魏
佛
教
の
展
開
と
の
關
聯
に
於
て
、
先
づ
見
極
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
玉
な
る
。
帥
ち
私
は
、
曇
鸞
が
四
論
、
佛
性
を
研
鑽
し
た
後
、
世
親
の
無
量
壽
經
論
に
中
觀
思
想
的
な
註
釋
を
施
し
た
と
.言
ふ
そ
の
こ
と
に
、
解
決
の
端
緒
を
見
出
さ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
北
魏
(李
城
邉
都
'398-
東
・
西
兩
魏
分
裂
器
含
)
百
三
十
六
・
七
年
間
に
於
け
る
佛
教
の
展
開
は
、
大
體
高
組
孝
文
帝
蜜
の
洛
陽
邁
都
49
3
に
基
黠
を
置
き
、
前
後
兩
期
に
分
つ
こ
と
が
出
來
る
。
印
ち
前
期
ωo。ー
お
ω
は
大
同
を
首
都
と
し
た
時
代
で
、
地
域
的
に
言
つ
て
長
安
と
北
涼
と
の
兩
地
域
に
行
は
れ
た
佛
歡
唾
鳩
摩
羅
.魯
K
u
in
�r
a.jiv
a
344-
40
1
入
長
安
-
自
ω
の
譯
出
諸
經
論
に
導
び
か
れ
た
佛
教
と
、
曇
無
,,a
D
h
arm
a
rak
sa
3$
5-
433
の
譯
出
諸
經
論
に
指
導
せ
ら
れ
た
佛
歡
と
言
ふ
、
教
理
的
に
も
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
,
兩
群
が
、
主
と
し
て
そ
の
思
想
内
容
を
形
成
し
て
ゐ
た
の
で
あ
り
、
曇
鸞
が
研
鑽
し
た
と
傳
へ
ら
れ
る
四
論
佛
性
と
は
、
鳩
摩
羅
什
譯
出
に
か
N
る
龍
樹
N
�g
arj,.in
a
150-
250
の
中
論
・
十
二
門
論
咲
大
智
度
論
及
び
提
婆
国
q
巴
①
奉
嵩
爭
ミ
o
の
百
論
と
、
曇
無
讖
所
譯
の
大
般
涅
槃
經
と
を
指
す
の
で
、
曇
鸞
の
學
解
が
主
と
し
て
馬
こ
の
前
期
に
行
は
れ
た
佛
教
思
想
を
基
盤
と
す
る
も
の
な
る
こ
と
が
容
易
に
首
肯
せ
ら
れ
る
。
こ
の
前
期
に
封
す
る
所
謂
後
期
お
ω1
αω㎝
は
洛
陽
を
首
都
と
し
た
時
代
で
、
勒
那
摩
提
園
暮
蠧
旨
暮
凶
菩
提
流
支
孱
ぴ
○α
三
霊
9
、
佛
陀
扇
多
国
己
負
冨
錚
暮
9
等
、
正
始
五
年
窃OQ。
己
降
あ
ぴ
前
後
し
て
洛
陽
に
來
朝
し
、
主
と
し
て
瑜
伽
唯
識
・
如
來
藏
に
關
す
る
諸
經
論
を
譯
出
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
女
に
よ
つ
て
傳
譯
せ
ら
れ
た
諸
論
の
中
一
堅
意
ω
四
鐔
旨
馨
凶
ω
箏
蔭
8
の
究
竟
一
乘
法
性
論
M
a
h
�
y
�
-u
t
ta
r
a
-ta
n
t
r
a
-s
�
st
r
a
、
無
著
A
sa
iiig
a
3
1
0
‐
3
9
0
の
攝
大
乘
論
蜜
接
曙
碧
頸
読
騨
ヨ
σq
鐔
冨
世
親
V
a
su
U
an
d
h
u
320
‐
幽00
Q
-}-地
經
論
D
敏
ab
h
u
m
i-v
y
�k
h
r�
n
a.、
唯
識
論
く
啓
潟
ギ
囚
母
蔚
9
は
、
前
期
の
佛
教
女
理
の
指
導
的
役
割
を
果
し
つ
玉
あ
つ
た
、
中
觀
派
の
龍
樹
・
提
婆
の
諸
作
品
と
は
異
つ
た
性
格
を
持
つ
瑜
伽
行
派
の
人
女
の
勞
作
で
あ
る
こ
と
は
周
知
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
く
で
あ
る
。
而
し
印
度
に
あ
つ
て
は
そ
れ
ら
の
兩
者
が
各
女
性
格
を
異
に
す
る
と
言
つ
て
も
、
い
ま
だ
諍
論
を
・
⑥
交
は
す
態
に
於
て
封
決
し
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
と
言
ふ
こ
と
は
、
タ
ー
ラ
ナ
ー
タ
の
印
度
佛
歡
史
に
傳
へ
ら
れ
る
處
で
あ
り
、
勿
論
そ
の
把
握
の
上
に
相
違
を
見
逃
し
得
な
い
と
し
て
も
、
龍
樹
が
中
論
に
於
て
示
し
た
中
道
義
、
そ
れ
と
同
じ
名
稱
i
中
道
と
言
ふ
課
題
ω
、
に
封
し
て
、
彼
等
瑜
伽
行
派
の
人
女
は
、
龍
樹
の
そ
れ
と
は
異
る
中
道
義
を
申
邊
分
別
論
頌
の
上
に
示
し
て
ゐ
る
。
斯
樣
な
瑜
伽
行
派
の
諸
論
師
の
勞
作
及
び
、
そ
れ
ら
と
關
聯
の
持
た
れ
る
深
密
解
脱
經
、
入
楞
伽
經
、
不
檜
不
減
經
等
の
譯
出
は
、
前
期
の
般
若
經
に
導
勸
か
れ
、
龍
樹
・
提
婆
の
歡
學
に
そ
の
規
範
を
見
出
し
た
北
魏
の
義
解
僣
た
ち
に
よ
つ
て
、
ど
の
や
う
に
理
解
が
進
め
ら
れ
た
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
こ
と
は
瑜
伽
唯
識
・
如
來
藏
思
想
を
背
景
と
す
る
、
菩
提
流
支
譯
出
に
か
玉
る
世
親
の
無
量
壽
經
論
を
註
解
す
る
曇
鸞
の
立
場
・
態
度
を
明
白
に
す
る
道
で
あ
り
、
そ
こ
に
無
量
壽
經
論
註
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
二
流
派
の
交
渉
の
歴
皮
的
必
然
性
が
看
取
せ
ら
る
玉
こ
と
x
な
る
。
私
は
今
、
拙
い
足
ど
り
で
は
あ
る
が
北
魏
佛
教
の
後
期
と
言
は
れ
る
洛
陽
時
代
に
譯
出
せ
ら
れ
た
諸
經
論
中
、
特
に
地
論
宗
を
形
成
せ
し
む
る
に
至
つ
た
、
十
地
經
論
を
選
び
出
し
、
そ
れ
の
傳
達
の
契
機
を
尋
ね
る
ご
と
に
於
て
、
當
面
の
課
題
で
あ
る
歴
史
的
必
然
性
を
論
證
し
や
う
と
思
ふ
。
ω
大
乘
起
信
論
義
記
卷
上
(大
正
藏
雰
b。食
げ)
ね
わ
カ
②
そ
の
記
邇
は
問
答
體
に
し
て
敵
者
を
問
に
於
い
て
、
自
ら
を
答
に
於
て
そ
の
所
読
を
展
開
せ
し
め
、
瑜
伽
行
派
の
詭
を
相
應
Y
o
g
�
c�
r
y
a
論
淨
土
教
に
於
け
る
・甲
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(
藤
堂
恭
俊
)
三
三
三
東
洋
學
論
叢
一
r
三
三
四
カ師
の
名
稱
の
下
に
紹
介
し
、
つ
い
で
こ
れ
を
撹
判
し
て
い
る
。
へ
も
っ
り
に
も
㈲
佛
護
B
trd
d
h
a
p
�
lita
470--
540
論
師
》
(
彼
に
よ
つ
て
註
釋
せ
ら
れ
た
根
.本
・甲
論
註
M
�
la
m
a
d
h
y
a
m
ak
a
v
r
tti
Q
隨
意
抄
出
)
、
或
ひ
は
十
も
も
も
も
ね
コ
セ
ノ
七
地
論
S
a
p
ta
d
sa
-b
h
n
m
i-su
s
tra
　
Q
名
稱
を
冠
し
、
瑜
伽
行
派
の
詭
を
出
し
、
論
者
言
と
し
て
そ
の
詭
を
批
剣
し
て
ゐ
る
。
.
㈲
山
口
盆
博
士
佛
教
に
於
け
る
有
と
無
の
封
論
お
、
般
若
思
想
皮
'匿
。゚。
⑤
曇
鸞
の
生
涯
は
道
宣
$
①l
oo刈
の
續
高
僣
傳
の
詭
に
よ
り
東
魏
興
和
四
年
・
六
十
七
歳
寂
、
從
つ
N
476-
542
と
せ
ら
れ
る
の
が
常
規
の
や
う
で
あ
る
が
、
こ
の
傳
記
は
傳
記
と
し
て
重
要
な
事
項
、
た
と
へ
ば
著
書
名
に
關
し
て
誤
謬
を
犯
す
外
、
北
齊
天
保
五
年
α罐
造
立
に
か
玉
る
太
子
造
像
銘
中
に
此
丘
僣
曇
鸞
の
名
が
列
ら
ね
ら
れ
て
あ
り
(
大
村
西
崖
麦
那
美
術
彫
塑
篇
。゚H°。)
、
亦
彼
の
三
部
作
の
隨
一
た
る
無
量
壽
經
論
註
卷
上
の
無
佛
思
想
が
、
北
魏
正
光
五
年
q
隠
巳
降
に
見
受
け
ら
れ
る
釋
迦
・
彌
勒
二
聖
中
間
の
思
想
に
照
應
(拙
稿
北
魏
に
於
け
る
淨
土
教
の
受
容
そ
の
展
開
-
ー
儲
教
文
化
研
究
第
一
輯
所
牧
)
す
る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
迦
才
の
淨
土
論
卷
下
に
魏
末
高
齊
初
獪
在
と
言
ぼ
れ
て
い
'る
等
の
諸
點
よ
り
、
年
代
を
ズ
ラ
し
て
そ
の
生
存
を
考
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
⑥
こ
の
二
論
師
(
ブ
ハ
ビ
ヤ
と
サ
ン
グ
ワ
ラ
ク
シ
タ
)
の
未
だ
來
ら
ざ
る
間
は
無
量
の
大
乘
者
桝は
同
ご
教
法
に
往
せ
し
が
、
こ
の
二
論
師
に
依
つ
て
聖
龍
樹
と
聖
無
著
と
の
二
宗
風
は
甚
だ
區
別
せ
ら
れ
、
聖
無
著
の
宗
風
は
中
道
の
歡
に
あ
ら
ず
し
て
唯
心
論
な
り
、
聖
龍
樹
を
望
む
も
の
は
吾
等
の
是
れ
よ
り
他
に
な
し
と
し
て
他
の
無
數
の
亀
の
を
打
破
せ
し
か
ば
、
跋
毘
耶
の
死
後
よ
り
大
乘
申
に
於
て
二
部
を
分
裂
し
て
爭
論
せ
り
。
(
寺
本
、
婉
雅
歡
授
譯
本
zos
)
ω
虚
妄
分
別
有
彼
處
無
有
二
彼
中
唯
有
空
於
此
亦
有
彼
故
説
一
切
法
非
空
非
不
空
有
無
及
有
故
是
名
中
道
義
(
中
邊
分
別
論
卷
上
ー
大
正
藏
。゚
い
騎
い
鋤
)
虚
妄
分
別
有
於
此
二
都
無
此
中
唯
有
空
於
彼
亦
有
此
故
説
一
切
法
非
空
非
不
空
有
無
及
有
故
是
期
契
中
道
(辯
中
邊
論
卷
上
ー
大
正
藏
ωど
心
忠
噸
げ
)
⑧
鳩
摩
羅
什
欝
娩
興
所
敬
、
於
長
安
草
堂
寺
、
集
義
學
八
百
人
、
重
譯
經
本
…
…
…
至
今
、
沙
門
共
所
祗
習
。
(
魏
書
釋
老
志
)
紛
拙
稿
無
量
壽
經
論
序
觀
(佛
歡
大
學
々
報
z
ρ
b。①
所
收
)
二
十
地
經
論
に
冠
せ
ら
れ
る
崔
光
の
序
は
、
本
論
の
著
者
、
世
親
を
紹
介
し
て
衣
の
如
く
の
べ
て
ゐ
る
。
北
天
竺
大
士
婆
藪
槃
豆
魏
云
天
親
。
挺
高
悟
於
豫
運
、
拔
英
規
於
季
俗
。
故
能
徽
蹤
馬
鳴
繼
迹
龍
樹
。
帥
ち
こ
の
一
文
は
、
世
親
の
傳
歴
が
傳
記
と
言
ふ
ま
と
ま
つ
た
形
態
に
於
て
、
い
ま
だ
シ
ナ
に
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
北
魏
時
代
に
、
而
も
そ
の
紹
介
の
如
何
が
こ
の
論
の
受
容
そ
の
も
の
に
、
大
な
る
影
響
が
實
さ
れ
る
と
思
考
せ
ら
れ
る
重
要
な
據
點
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
私
は
崔
光
が
世
親
を
紹
介
す
る
に
當
り
、
馬
鳴
・
龍
樹
と
の
關
聯
に
於
て
な
し
た
と
言
ふ
事
實
に
注
目
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
言
ひ
換
れ
ば
、
何
故
に
か
玉
る
結
び
つ
き
に
於
て
、
世
親
が
紹
介
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
、
と
言
ふ
こ
と
が
問
題
と
し
て
提
示
せ
ら
れ
る
。
此
の
問
題
の
解
決
は
、
印
度
佛
歡
展
開
史
の
上
に
見
出
さ
れ
る
馬
鳴
・
龍
樹
・
世
親
三
者
の
關
係
に
於
て
、
見
極
め
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
北
魏
佛
教
を
形
成
す
る
歴
史
的
現
實
に
於
て
見
極
め
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
の
こ
と
は
銑
に
北
魏
時
代
に
於
て
馬
鳴
が
知
ら
れ
て
居
り
、
龍
樹
へ
の
關
心
が
存
在
し
て
ゐ
た
ご
と
を
、
前
提
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
穿
つ
て
言
ふ
な
ら
ば
、
こ
の
序
文
を
草
し
た
崔
光
自
身
も
、
、世
親
の
ご
と
に
關
し
あ
ま
り
多
く
を
知
つ
て
ゐ
た
と
は
言
へ
ぬ
の
で
な
か
ら
う
か
。
印
ち
「
能
徽
蹤
馬
鳴
、
繼
迹
龍
樹
」
と
言
ふ
一
文
の
出
據
を
詮
索
す
る
に
、
弘
始
七
年
心8
十
二
月
、
鳩
摩
羅
什
に
ょ
り
長
安
の
逍
遙
園
に
於
て
譯
出
せ
ら
れ
た
、
龍
樹
の
大
智
度
論
に
蜀
す
る
釋
僣
叡
378
-
444
?
σ
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
釋
論
序
に
示
さ
れ
る
。
天
竺
傳
云
。
豫
正
末
、
微
馬
鳴
龍
樹
、
道
學
之
門
、
其
淪
清
溺
喪
。
其
故
何
耶
。
寔
由
二
未
契
微
、
邪
法
用
盛
。
虚
言
與
實
教
竝
興
、
り
嶮
徑
與
夷
路
爭
轍
。
始
進
者
化
之
而
流
離
、
向
道
者
惑
之
而
播
越
。
非
二
匠
其
孰
與
正
之
。
是
以
天
竺
諸
國
、
爲
之
立
廟
、
宗
之
若
淨
土
教
に
・於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
・
三
三
五
東
洋
學
論
叢
三
三
山ハ
佛
。
叉
稱
而
詠
之
日
。
智
慧
日
已
頽
、
斯
人
令
再
曜
。
世
昏
寢
己
久
、
斯
入
悟
令
覺
。
若
然
者
。
眞
可
謂
功
格
十
地
、
道
偉
補
處
者
矣
。
傳
而
稱
之
、
不
亦
宜
乎
。
と
言
ふ
一
文
、
i
お
そ
ら
く
鳩
摩
羅
什
か
ら
傳
へ
聞
い
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
h
馬
鳴
と
龍
樹
と
を
以
て
印
度
に
於
け
る
佛
教
の
展
開
史
上
、
特
筆
せ
ら
る
べ
き
正
法
興
隆
の
兩
亘
匠
へ
の
讃
仰
の
念
と
、
そ
の
こ
と
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
、
僭
叡
の
序
を
豫
想
せ
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。
言
ひ
換
れ
ば
、
崔
光
が
十
地
經
論
の
飜
譯
者
た
る
菩
提
流
支
・
勒
那
摩
提
よ
り
、
世
親
に
關
す
る
ど
れ
程
の
こ
と
を
傳
へ
聞
い
た
か
と
言
ふ
こ
と
は
不
明
白
で
あ
る
が
、
と
も
か
く
、
こ
の
僭
叡
の
序
を
手
が
か
り
と
し
つ
玉
、
世
親
を
そ
れ
ら
馬
鳴
・
龍
樹
の
線
に
列
べ
置
く
こ
と
に
於
て
、
正
法
興
隆
者
の
一
人
た
ら
し
め
た
の
が
、
こ
の
崔
光
の
序
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
私
は
か
玉
る
推
定
を
な
し
得
た
所
以
の
も
の
と
し
て
、
次
の
如
選
諸
點
を
列
擧
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
先
づ
第
一
に
鳩
摩
羅
什
爲
姚
興
所
敬
、
於
長
安
草
堂
寺
、
集
義
學
八
百
人
、
重
譯
經
本
。
羅
什
聰
辯
有
淵
思
、
達
東
西
方
言
。
…
…
…
至
今
、
沙
門
共
所
組
習
。
と
言
ふ
魏
書
・
釋
老
志
の
一
文
は
、
鳩
摩
羅
什
の
漢
譯
に
か
玉
る
諸
經
論
が
、
北
魏
佛
教
界
に
於
て
盛
ん
に
用
ぴ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
蓮
文
に
、
「
僭
肇
尤
爲
其
最
、
・三
…
:
註
維
摩
經
叉
着
數
論
。
皆
有
妙
旨
、
學
者
宗
之
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
鳩
摩
羅
什
門
下
の
隨
一
た
る
僭
肇
ω。
蔭i
自
心
の
諸
勞
作
が
、、
特
に
權
威
を
以
て
繼
承
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
鳩
摩
羅
什
の
漢
譯
諸
經
論
が
、
こ
の
僣
肇
の
見
解
を
中
介
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
な
る
べ
く
、
特
に
曇
鸞
の
無
量
㈹
壽
經
論
註
を
理
解
す
る
場
合
、
そ
の
感
を
一
層
深
く
せ
し
め
ら
れ
る
。
亦
で
の
時
代
の
佛
教
信
仰
の
遣
跡
と
し
て
、
そ
の
偉
大
な
る
造
形
藝
術
を
誇
る
雲
崗
石
窟
中
に
、
維
摩
詰
所
説
經
に
そ
の
題
材
を
と
つ
た
維
摩
と
文
殊
の
封
問
像
、
妙
法
蓮
華
經
の
思
想
を
背
景
と
し
　　
て
造
形
化
せ
ら
れ
た
二
佛
並
座
の
佛
龕
、
更
に
龍
門
石
窟
に
於
て
は
、
古
陽
洞
を
以
て
法
華
經
の
影
響
顯
著
な
る
例
證
と
せ
ら
れ
、
維
摩
經
の
場
合
を
賓
陽
洞
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
、
皆
と
も
に
鳩
摩
羅
什
の
重
譯
に
導
び
か
れ
た
も
の
と
し
て
、
そ
の
譯
出
に
か
二
る
諸
經
典
の
北
魏
に
於
け
る
、
指
導
的
役
割
を
肯
定
す
る
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
樣
な
一
般
的
耿
勢
か
ら
、
.鳩
摩
羅
什
譯
出
に
か
x
る
大
智
度
論
の
研
究
が
、
北
魏
に
於
て
盛
行
を
み
る
こ
と
は
、
何
等
疑
點
を
挾
み
得
る
餘
地
を
見
出
し
得
ぬ
程
、
あ
き
ら
か
な
事
實
と
言
ふ
べ
き
で
あ
り
、
中
・
百
・
十
二
門
の
三
論
の
研
究
が
主
と
し
て
南
地
に
行
は
れ
る
に
封
し
、
之
等
三
論
に
大
智
度
論
を
加
ヘ
ワ
ロ
　
　
ロ
た
四
論
の
研
究
せ
ら
れ
る
の
が
、
北
地
の
歡
學
的
特
色
と
し
て
一
般
に
理
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
程
で
あ
る
。
道
暴
・
曇
鸞
・
志
念
・
明
瞻
等
の
人
々
は
、
大
智
度
論
の
研
究
に
從
事
し
た
の
で
あ
り
、
大
智
度
論
の
研
究
・
講
読
が
頓
に
昂
揚
す
る
に
拌
ひ
、
そ
の
論
一
部
の
紹
介
の
勞
を
と
る
僭
叡
序
に
記
載
せ
ら
れ
る
、
印
度
の
馬
鳴
・
龍
樹
兩
互
匠
に
封
す
る
崇
敬
の
念
も
亦
深
め
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
言
ぴ
換
れ
ば
、
龍
樹
に
封
す
る
北
魏
佛
教
徒
の
關
心
の
高
さ
は
、
鳩
摩
羅
什
と
そ
の
飜
譯
と
を
高
く
評
價
す
る
、
魏
書
・
釋
老
志
の
読
と
相
ぴ
表
裏
す
る
も
の
で
あ
り
、
亦
、
鳩
摩
羅
什
に
よ
る
龍
樹
菩
薩
傳
の
譯
出
は
、
龍
樹
の
論
著
に
封
す
る
研
究
と
相
ぴ
俟
つ
て
、
そ
の
崇
敬
の
念
を
一
層
深
か
ら
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。
こ
と
に
菩
提
流
支
が
延
昌
二
年
αお
譯
出
し
た
入
楞
伽
經
、
第
九
總
品
の
龍
樹
安
擽
國
往
生
懸
記
は
、
か
,玉
る
龍
樹
崇
拜
に
拍
車
を
か
け
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
龍
樹
へ
の
崇
敬
に
對
し
、
新
た
な
る
方
向
を
示
唆
す
岬る
も
の
で
も
あ
る
。
蓋
し
こ
れ
を
要
す
る
に
、
瞿
光
の
十
地
經
論
序
の
一
文
の
出
據
と
想
定
せ
ら
れ
る
、
僣
叡
の
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
經
釋
論
序
の
内
容
が
、
北
魏
佛
教
徒
に
於
け
る
既
成
の
概
念
と
し
て
取
扱
ひ
得
る
所
以
を
、
大
智
度
論
の
研
究
が
盛
行
し
得
る
必
然
性
、
井
に
盛
行
し
て
ゐ
る
事
實
に
照
應
せ
し
め
る
に
、
鳩
摩
羅
什
譯
出
の
般
若
系
の
諸
經
論
及
び
龍
樹
菩
薩
傳
を
背
景
と
し
つ
玉
、
龍
樹
へ
の
崇
敬
の
事
實
を
以
て
し
た
ま
で
玉
あ
る
。
更
に
僭
叡
に
よ
り
「
徽
馬
鳴
龍
樹
」
と
言
は
れ
、
崔
光
に
よ
り
「
能
徽
蹤
馬
鳴
」
と
言
は
れ
る
馬
鳴
A
sv
ag
h
osh
a
に
關
し
て
も
、
單
に
そ
の
名
が
傳
へ
ら
れ
、
且
つ
鳩
摩
羅
什
に
よ
り
傳
譯
せ
ら
れ
た
彼
の
傳
記
を
通
し
て
、
崇
敬
の
念
が
拂
は
れ
て
ゐ
た
と
言
ふ
の
み
淨
土
教
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
三
七
東
洋
學
論
胆
叢
三
三
八
で
な
く
、
事
實
亦
、
北
涼
の
曇
無
讖
に
よ
り
譯
出
せ
ら
れ
た
佛
所
行
讃
は
、
馬
鳴
の
作
品
と
し
て
、
夙
に
雲
崗
の
石
窟
を
莊
嚴
す
る
思
惟
菩
薩
像
に
於
て
、
そ
れ
の
造
形
化
が
試
み
ら
れ
て
居
り
、
特
に
印
度
の
聖
者
、
釋
迦
牟
尼
に
樹
す
る
信
仰
が
、
佛
教
信
仰
の
主
流
を
㈹
形
成
し
て
ゐ
た
こ
の
石
窟
造
營
時
代
に
於
け
る
、
佛
所
行
讃
に
持
た
れ
る
指
導
的
役
割
の
重
要
性
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
か
く
北
涼
に
於
て
譯
出
せ
ら
れ
た
佛
所
行
讃
が
、
北
魏
の
首
都
、
甼
城
の
西
方
、
武
州
寒
の
谷
あ
び
、
雲
崗
石
窟
を
莊
嚴
す
る
思
惟
菩
薩
像
の
題
材
と
し
て
取
り
擧
げ
ら
れ
る
、
そ
の
こ
と
の
背
後
に
次
の
如
き
事
實
が
指
摘
せ
ら
れ
る
。
印
ち
曇
無
讖
は
北
涼
に
あ
つ
て
、
の
ち
北
魏
佛
教
の
教
理
的
素
材
と
し
て
、
或
ひ
は
亦
、
造
形
藝
術
に
そ
の
題
材
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
、
見
逃
し
得
な
い
大
般
涅
槃
經
、
金
光
明
經
、
大
方
等
大
集
經
等
の
譯
出
に
從
事
し
た
人
で
あ
る
が
、
他
面
、
佛
圖
澄
b。。卜。l
G。窃
と
等
し
く
紳
異
僣
と
し
て
、
戰
國
の
諸
王
侯
の
間
に
關
心
を
喚
起
せ
し
め
た
人
で
も
あ
る
。
北
魏
の
世
組
太
武
帝
蕪
島
心
-
麟
刈
は
河
西
王
沮
渠
蒙
遜
蔭皀
i
お
ω
に
封
し
、
曇
無
讖
の
㈹
招
聘
を
強
制
的
に
交
渉
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
の
ち
、
曇
無
讖
を
し
て
沮
渠
蒙
遜
の
刺
容
に
よ
つ
て
殺
害
せ
し
む
る
端
緒
を
構
成
せ
し
め
る
に
至
る
の
で
は
あ
る
が
、
と
も
か
く
特
に
注
意
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
熹
が
遜
に
與
へ
た
書
簡
の
一
節
に
、
　
曇
無
讖
を
以
て
「博
通
多
識
羅
什
之
流
。
祕
咒
禪
驗
澄
公
之
匹
」
と
評
定
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
北
魏
が
北
涼
地
區
を
夲
定
す
る
已
前
の
北
魏
の
佛
教
は
、
長
安
地
區
を
申
心
と
し
て
盛
行
し
た
佛
教
ー
鳩
摩
羅
什
の
譯
出
諸
經
論
に
導
び
か
れ
た
佛
教
が
そ
の
母
胎
と
な
つ
て
居
り
、
「
博
通
多
識
」
と
言
は
れ
る
鳩
摩
羅
什
は
、
同
じ
く
熹
に
よ
り
「
祕
咒
神
驗
」
と
言
は
れ
る
佛
圖
澄
の
門
弟
道
安
3
12
=-38
5
の
請
に
よ
り
、
は
る
ば
る
龜
茲
丙
琴
6
夢
よ
り
來
朝
し
た
入
で
あ
り
、
且
つ
太
組
道
武
帝
珪
。零
1
ら
。
が
尊
敬
し
て
ゐ
た
:
　
.
,
泰
山
の
僣
朗
も
亦
、
佛
圖
澄
の
門
弟
と
し
て
、
そ
の
神
異
に
關
心
が
集
め
ら
れ
て
ゐ
た
こ
と
貸
も
を
想
起
す
る
と
き
、
こ
の
一
文
は
薫
が
鳩
摩
羅
什
の
學
識
と
佛
圖
澄
の
神
異
と
の
兩
つ
を
兼
ね
催
へ
た
人
と
し
て
曇
無
讖
を
想
像
し
て
ゐ
た
こ
と
を
雄
辯
に
物
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
斯
樣
に
そ
の
人
と
な
り
が
高
く
評
價
せ
ら
れ
る
曇
無
讖
の
譯
出
諸
經
論
が
、
北
魏
の
文
化
圈
の
中
心
地
に
轉
入
せ
し
め
ら
れ
る
の
は
、
同
じ
く
世
祀
太
武
帝
蒸
の
治
下
、
ー
、i
太
延
五
年
心ω㊤
か
の
北
涼
地
區
の
占
領
と
共
に
、
該
當
地
逼
め
文
物
.
人
材
が
首
都
亭
城
へ
移
植
せ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
始
る
。
か
玉
る
歴
史
的
事
實
を
背
景
と
す
る
こ
と
に
於
て
、
馬
鳴
の
作
品
t
佛
所
行
讃
が
北
魏
人
の
前
に
、
造
形
藝
術
の
態
に
於
て
デ
ビ
ユ
ー
す
る
こ
と
乂
な
る
の
で
あ
り
、
鳩
摩
羅
什
の
馬
鳴
菩
薩
傳
と
あ
ひ
俟
つ
て
、
馬
鳴
へ
の
崇
敬
の
念
を
昂
め
る
所
以
と
な
る
の
で
あ
る
。
倚
、
'
こ
の
馬
鳴
へ
の
崇
敬
の
念
は
後
、
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
こ
と
鮗
に
於
て
、
シ
ナ
佛
歡
展
開
史
上
、
い
な
佛
教
敏
理
上
、
見
逃
し
難
い
重
要
な
展
開
が
な
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
等
閑
覗
せ
ら
る
べ
き
で
な
い
。之
れ
を
要
す
る
に
、
北
魏
の
前
期
佛
歡
は
長
安
・
北
涼
の
兩
地
區
で
譯
出
せ
ら
れ
た
鳶
摩
羅
什
と
曇
無
讖
と
の
譯
出
諸
經
論
及
び
、
彼
等
兩
飜
譯
三
藏
に
指
導
を
得
た
人
女
に
よ
り
、
主
要
な
活
動
が
行
は
れ
る
の
で
あ
り
、
亦
そ
の
歡
理
内
容
も
主
と
し
て
こ
れ
ら
兩
者
の
上
に
構
成
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
を
別
の
言
葉
で
、
龍
樹
と
馬
鳴
と
に
よ
つ
て
代
表
せ
ら
れ
る
、
長
安
と
北
涼
と
の
佛
教
を
素
材
と
す
る
の
が
、
北
魏
の
前
期
佛
教
の
趨
勢
で
あ
る
と
言
へ
ぬ
で
あ
ら
う
か
。
か
x
る
北
魏
の
既
成
佛
教
の
圈
内
に
、
十
地
經
論
を
邊
り
出
そ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
著
者
た
る
世
親
を
崔
光
が
試
み
た
如
く
、
馬
鳴
・
龍
樹
と
の
關
聯
に
於
て
紹
介
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
始
絡
が
、
已
上
の
論
述
に
よ
り
首
肯
せ
ら
る
玉
こ
と
乂
思
ふ
。
か
く
馬
鳴
・
龍
樹
と
世
親
と
を
、
思
想
的
に
何
等
の
色
分
け
が
な
さ
れ
す
に
、
至
極
簡
單
に
正
法
興
隆
者
と
そ
れ
を
繼
承
す
る
も
の
と
言
ふ
如
き
、
系
譜
的
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
世
親
の
人
と
な
り
に
關
す
る
傳
達
が
、
大
智
度
論
の
序
な
ど
に
よ
り
漸
衣
形
成
せ
ら
れ
つ
玉
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
、
馬
鳴
・
龍
樹
な
る
爾
亘
匠
へ
の
崇
敬
の
念
を
媒
介
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
馬
鳴
・
龍
樹
と
の
關
聯
に
於
て
傳
逹
せ
ら
れ
た
世
親
そ
の
人
の
勞
作
を
、
長
安
・
北
涼
兩
地
區
に
行
は
れ
た
佛
教
の
交
叉
・
交
流
す
る
、
言
ぴ
換
れ
ば
、
そ
れ
ら
、既
成
の
佛
教
思
想
の
上
働
に
、
受
容
が
開
始
せ
ら
れ
る
ご
と
を
豫
想
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
處
に
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
が
、
1
こ
れ
と
ほ
貸
そ
の
時
淨
土
教
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(
藤
堂
恭
俊
)
三
三
九
.
東
洋
學
論
叢
三
四
〇
期
を
同
く
し
て
印
度
の
地
に
展
開
せ
ら
れ
つ
X
あ
つ
た
、
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
と
は
全
く
無
關
係
に
、
而
も
遮
斷
せ
ら
れ
た
歌
態
に
於
て
、
從
つ
て
印
度
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
つ
玉
あ
る
兩
者
の
交
渉
に
關
し
て
は
不
明
白
裡
に
1
曇
鸞
の
無
量
壽
經
論
註
の
上
に
展
開
せ
ら
れ
る
歴
史
的
必
然
性
が
潜
ん
で
ゐ
る
。
ω
大
正
藏
2
6,
123
.
②
眞
諦
膳8
1
ま
o
譯
の
婆
藪
槃
頭
(
法
師
)
傳
を
以
て
噛
矢
と
す
る
。
⑧
冖
大
正
藏
25,
57>
b
、
若
く
は
出
三
藏
記
集
(
序
)
卷
第
十
(
大
正
藏
切9
刈q℃
餌
)
。
㈲
無
量
壽
經
論
註
に
は
僭
肇
の
註
維
摩
詰
經
や
肇
論
が
引
用
せ
ら
れ
、
或
ひ
は
僭
肇
に
よ
つ
て
行
使
せ
ら
れ
た
論
理
が
栽
用
せ
ら
れ
て
あ
り
、
曇
鸞
の
般
若
i
申
觀
思
想
に
關
す
る
理
解
の
據
黠
と
し
て
重
要
な
役
割
が
果
さ
れ
て
ゐ
る
。
⑤
水
野
油
二
氏
著
雲
岡
石
窟
と
そ
の
時
代
120-
133
°
⑥
塚
本
善
隆
博
士
、
龍
門
石
窟
に
現
れ
た
る
北
魏
佛
教
(
麦
那
佛
教
史
研
究
北
魏
篇
g
o)
。
ω
夙
に
望
月
信
亨
博
士
が
指
摘
せ
せ
ら
れ
た
(
支
那
淨
土
歡
理
史
2
)
如
く
で
あ
る
。
帥
ち
慧
影
の
大
智
度
論
疏
卷
第
廿
四
に
有
光
統
律
師
弟
子
遒
揚
法
師
。
後
聽
留
支
三
藏
講
詭
。
爲
被
三
藏
小
小
瞑
故
、
入
嵩
高
山
。
十
年
讀
大
智
度
。
已
出
邑
、
欲
講
此
論
。
干
時
有
一
尼
僭
、
善
樂
讀
此
論
。
故
邃
爲
檀
越
勸
化
、
令
此
法
師
講
。
智
度
之
興
、
正
在
此
人
(
續
藏
註
85,
165
,
b
上
)。
と
言
ひ
、
ま
た
道
長
と
淨
土
教
と
の
關
係
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
北
魏
に
於
け
る
淨
土
教
の
受
容
と
そ
の
展
開
」
を
參
照
さ
れ
た
い
。
⑧
間
道
鄰
都
。
有
道
長
法
師
、
精
通
智
論
。
爲
學
者
之
宗
。
乃
荷
箱
從
聽
干
數
載
。
,(
續
高
僣
傳
卷
第
+
一
志
念
傳
。
大
正
藏
qo温
o°。°
げ
)。
⑨
投
飛
龍
山
應
覺
寺
而
出
家
焉
。
師
密
異
其
度
。
乃
致
書
與
鄰
下
大
集
寺
道
揚
法
師
令
其
依
攝
。
專
學
大
論
。
(續
高
僣
傳
卷
第
廿
四
明
瞻
傳
。
K̀
正
藏
50,
6
32°
6
)
。
㈹
大
智
匿
論
が
摩
詞
衍
經
の
名
稱
に
於
て
流
布
し
て
ゐ
た
こ
と
に
關
し
、
塚
本
盖
ロ隆
博
士
の
考
證
が
あ
る
。
(
弱
田
亨
博
士
頌
壽
記
念
東
洋
史
論
叢
所
收
「
ウ
エ
ア
ー
博
士
の
魏
書
釋
老
志
譯
語
を
補
正
す
」
參
照
。
⑳
如
來
滅
度
後
、
未
來
當
有
人
大
慧
汝
諦
聽
有
人
持
我
法
於
南
大
國
中
有
大
徳
比
丘
名
龍
樹
菩
薩
能
破
有
無
見
爲
人
説
我
法
大
乘
無
上
法
證
得
歡
喜
地
往
生
安
樂
國
(
大
正
藏
昼
鴇
o°
"
)
。
四
卷
本
の
楞
伽
經
は
偈
頌
品
を
缺
く
か
ら
、
當
然
こ
れ
に
該
當
す
る
異
譯
を
見
出
し
得
な
い
が
七
卷
本
は
そ
の
卷
第
六
(
大
正
藏
H9
8
N°
。
)
に
そ
の
異
譯
を
持
ち
、
梵
本
は
そ
の
第
十
S
a
g
�
th
a
k
a
m
Q
第
164-
166
偈
(
泉
芳
環
教
授
譯
本
一忠
光
壽
會
稿
本
卜。qb。ー
ト。①ω
)
の
間
に
、
該
當
の
偈
頌
を
持
つ
て
い
る
の
⑫
入
楞
伽
經
に
示
さ
れ
る
龍
樹
安
樂
國
往
生
懸
記
は
、
曇
鸞
の
三
部
作
の
一
た
る
無
量
壽
經
奉
讃
に
、
「
大
師
龍
樹
摩
訶
薩
誕
形
像
始
理
頽
綱
關
閉
邪
扇
開
正
轍
是
閻
浮
提
一
切
眼
伏
承
霹
悟
歡
喜
地
麟
阿
彌
陀
生
安
樂
譬
如
龍
動
雲
必
隨
閻
浮
提
放
百
卉
黌
南
無
慈
悲
龍
樹
尊
至
心
歸
命
頭
面
禮
」
(
淨
企
昌鰻
s
櫛占
)
と
言
ふ
態
に
於
て
繼
承
せ
ら
れ
、
更
に
道
詮
に
あ
つ
て
は
、
「
釋
道
詮
、
不
知
何
處
入
。
少
も
り
う
も
ロ
も
も
う
有
義
學
嘉
譽
、
以
智
度
爲
必
要
、
以
龍
樹
爲
師
宗
。
發
願
云
。
大
士
龍
樹
蒙
佛
誠
言
、
證
歡
喜
地
往
安
樂
國
、
補
彌
陀
十
方
攝
生
。
願
埀
哀
愍
得
生
彼
國
。
」
(
三
寳
感
應
要
畧
録
卷
下
。
大
正
藏
o
ド
856
.
a
-
b
}
-
と
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
㍉
亦
望
月
信
亨
傅
士
に
よ
つ
て
そ
の
著
者
が
靈
裕
51
7-
605
と
想
定
(
麦
那
淨
土
歡
理
史
富
o)
せ
ら
れ
る
、
燉
煌
出
土
の
無
量
壽
觀
經
義
記
に
も
「
既
聞
希
有
之
法
復
證
法
身
。
故
發
願
生
於
極
も
も
カ
セ
セ
も
も
ぬ
　
り
も
樂
世
界
。
如
龍
樹
菩
薩
、
在
此
證
歡
喜
地
已
發
願
往
生
極
樂
世
界
、
此
亦
,如
是
」
(
K̀
正
藏
85,
2
52.
c
)
と
言
ふ
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
龍
樹
安
樂
國
往
生
の
こ
と
を
記
載
L
て
ゐ
る
の
は
、
入
楞
伽
經
の
そ
れ
に
基
づ
く
も
の
な
る
べ
く
、
そ
の
こ
と
は
亦
、
龍
樹
へ
の
崇
敬
の
念
が
單
な
る
龍
樹
崇
拜
に
終
ら
ず
、
そ
の
崇
敬
の
念
を
通
し
て
淨
土
教
信
仰
へ
誘
導
せ
し
む
る
契
機
を
持
ち
得
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
拙
稿
北
魏
時
代
に
於
け
る
淨
土
教
の
受
容
と
そ
の
展
開
參
照
。
⑬
塚
本
善
隆
博
士
雲
嵐
三
則
(
佛
教
研
究
く
o
l.
3.
N
ρ
虧。
麦
那
佛
教
史
研
究
北
魏
篇
b。b。5-
230
)°
㈹
塚
本
善
隆
博
士
龍
門
造
像
に
見
る
禮
拜
對
象
の
變
化
(
支
那
佛
教
史
研
究
-fir
魏
篇
.5
71-
5°。O)
。
㈲
出
三
藏
記
集
卷
第
十
四
曇
無
讖
傳
申
、
「
會
魏
露
主
託
跋
熹
。
聞
其
道
術
、
遣
使
迎
請
。
且
告
遜
日
。
若
不
遣
讖
便
帥
加
兵
。
遜
自
揆
國
淨
土
教
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(
藤
堂
恭
俊
)
、
三
四
一
東
洋
學
論
叢
三
四
二
弱
難
以
担
命
。
麋
慮
讖
多
術
、
或
爲
魏
謀
已
。
進
退
惶
惑
、
乃
密
令
除
之
め
(
大
正
藏
55,
103,
b
>
°
若
し
く
は
高
信
傳
卷
第
二
(
大
正
藏
5
0
,
3
3
6
,
b
　
°
⑯
高
僣
傳
卷
第
二
、
曇
無
讖
傳
申
(
Ỳ
正
藏
50
,3
36.
b
)
°
⑰
魏
書
、
釋
老
志
に
「
先
是
、
有
沙
門
僣
朗
。
與
其
徒
隱
干
泰
山
之
規
瑞
谷
。
帝
(
太
祀
道
武
帝
珪
)
遣
使
致
書
、
以
繪
素
旃
殿
銀
鉢
爲
禮
。
今
獪
號
口
朗
公
谷
焉
。
」
及
び
廣
弘
明
集
卷
第
三
十
五
與
朗
法
師
書
(
大
正
藏
52
,
10
1.
c
)°
げ
㈹
大
乗
起
信
論
の
.支
那
撰
邇
説
が
望
月
信
亨
博
士
に
よ
り
、
支
那
の
佛
教
々
理
及
び
佛
歡
史
の
上
に
於
て
提
唱
せ
ら
れ
、
近
く
林
彦
明
勸
學
の
「
起
信
論
の
新
研
究
」
に
よ
り
、
僣
肇
の
勞
作
と
せ
ら
れ
て
ゐ
た
寳
藏
論
の
成
立
に
關
す
る
考
證
と
佛
道
の
二
教
の
交
渉
と
の
上
に
、
麦
那
撰
述
詭
が
新
し
い
角
慶
よ
り
再
確
認
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
。
か
か
る
兩
先
逹
學
匠
に
よ
つ
て
提
唱
せ
ら
れ
る
起
信
論
み
麦
那
撰
詭
が
、
何
敷
に
馬
鳴
の
名
に
假
托
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
か
と
言
ふ
こ
と
に
關
し
、
私
の
指
摘
し
た
北
魏
時
代
に
於
け
る
馬
鳴
の
地
位
は
、
充
分
と
は
言
は
な
い
ま
で
竜
、
そ
の
間
の
歴
史
的
事
情
の
一
端
を
物
語
る
も
の
と
言
ふ
べ
く
、
か
玉
る
馬
鳴
へ
の
崇
敬
を
基
盤
と
す
る
こ
と
に
於
て
、
馬
鳴
が
起
信
論
の
作
者
と
し
て
假
托
・
命
名
せ
ら
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
、
北
魏
時
代
よ
り
漸
衣
昂
つ
た
と
思
は
れ
る
馬
鳴
へ
の
崇
敬
の
念
が
な
か
つ
た
と
せ
ば
、
大
乘
起
信
論
が
支
那
に
於
て
撰
述
せ
ら
れ
た
と
し
て
も
、
馬
鳴
の
名
を
行
使
す
る
か
否
か
は
、
容
易
に
推
察
せ
ら
れ
る
處
で
あ
る
○
今
、
揚
州
僣
智
[糧
作
と
言
ふ
署
名
を
持
つ
大
乘
起
信
論
の
序
を
見
る
に
、
「
於
是
如
來
滅
後
六
百
餘
年
↓
諸
道
亂
興
、
魔
邪
競
扇
、
於
昌
佛
正
法
一毀
謗
不
レ停
。
時
有
昌
一
高
徳
沙
門
丙
名
日
昌
馬
鳴
恥
深
契
二
大
乘
一窮
昌
毳
法
性
(
大
悲
内
融
隨
レ機
應
現
、
愍
昌
物
長
迷
一
故
作
昌斯
論
⑩
盛
隆
二
三
寳
一重
興
昌
佛
日
4
起
信
未
レ
久
、
迴
レ
邪
人
レ正
、
使
下
大
乘
正
典
復
顯
二
於
時
叫
縁
起
深
理
更
彰
中
於
後
代
加
迷
群
異
見
者
捨
レ執
而
録
依
、
闇
類
偏
情
之
黨
弃
レ
著
而
臻
漆
。
」
と
言
つ
て
ゐ
る
が
、
こ
の
中
、
最
初
の
一
句
は
、
世
奪
滅
後
七
世
紀
に
於
け
る
印
度
の
佛
教
事
情
が
、
所
謂
混
亂
歌
態
に
あ
る
こ
と
を
傳
へ
る
も
の
で
あ
り
、
彼
の
釋
僣
叡
の
大
智
度
論
序
に
所
收
さ
れ
て
ゐ
る
、
天
竺
の
傳
に
示
さ
れ
'た
る
も
の
を
豫
想
す
る
も
の
と
言
へ
よ
う
。
而
し
て
僭
叡
の
序
に
あ
つ
て
は
、
馬
鳴
、
龍
樹
兩
巨
匠
の
出
現
に
於
て
、
こ
の
混
亂
が
正
し
い
方
向
に
導
か
れ
た
こ
と
を
敍
邇
ナ
る
の
に
反
し
て
、
今
は
起
信
論
の
公
表
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
を
正
し
い
方
向
に
導
い
た
こ
と
を
記
邇
し
て
ゐ
る
點
、
兩
者
の
間
に
相
違
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
「
盛
隆
三
寳
重
興
佛
日
起
信
未
久
迴
邪
入
正
」
の
句
は
、
僣
叡
の
序
の
「
智
慧
日
巳
頽
、
斯
人
令
再
曜
世
昏
寢
巳
久
斯
人
悟
令
覺
」
と
言
ふ
句
と
、
全
く
同
調
な
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
か
乂
る
點
に
於
て
智
榿
の
序
は
僣
叡
の
序
を
豫
想
し
、
當
代
に
於
け
る
馬
鳴
に
封
す
る
崇
敬
を
背
景
と
し
て
書
か
る
れ
た
も
の
緬
、
全
く
僭
叡
の
序
と
同
調
異
曲
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
⑬
北
周
代
よ
り
隋
に
か
け
て
行
は
れ
た
大
智
度
論
の
研
究
が
、
龍
樹
よ
り
後
世
の
g5
想
-
-
-否
な
印
度
に
於
け
る
佛
教
思
想
の
展
開
と
は
異
つ
た
、
シ
ナ
に
於
て
獨
自
な
歴
史
的
事
情
を
背
景
と
し
て
形
成
せ
ら
れ
た
、
地
論
宗
の
思
想
に
よ
り
理
解
さ
れ
、
把
握
せ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
曇
鸞
が
四
論
ー
中
觀
思
想
に
よ
り
世
親
の
無
量
壽
經
論
を
理
解
し
た
の
と
、
全
く
封
蹠
的
と
言
は
ね
ば
な
ち
な
い
。
今
前
者
の
場
含
の
用
例
を
、
京
師
大
中
興
寺
釋
道
安
の
弟
子
と
せ
ら
れ
る
慧
影
の
大
智
度
論
疏
に
於
て
、
一
、
二
綵
出
す
る
な
ら
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
明
此
之
法
性
既
印
是
實
相
。
實
相
印
涅
槃
。
涅
槃
即
如
來
藏
。
如
來
藏
印
是
佛
性
。
故
亦
名
涅
槃
性
。
亦
名
安
樂
性
。
(卷
第
+
七
。
續
藏
經
87,241°
鎚゚
司
)。
法
性
義
據
受
照
。
佛
性
義
據
能
照
。
即
是
阿
梨
耶
識
。
以
聲
聞
但
得
轉
識
不
得
此
識
。
故
不
見
佛
性
。
(卷
第
十
四
續
藏
經
斜
卜。O切。
ぴ゚
旨
)。
三
世
親
の
十
地
經
論
が
洛
陽
に
於
て
譯
出
せ
ら
れ
、
そ
の
識
読
の
理
解
を
め
ぐ
つ
て
南
北
兩
道
に
地
論
宗
が
分
裂
し
ゆ
く
期
間
は
、
印
度
に
あ
つ
て
は
、
清
辨
を
中
心
と
す
る
中
觀
・
瑜
伽
二
流
派
の
交
渉
が
、
漸
く
諍
論
の
態
に
於
て
展
開
せ
ら
れ
ん
と
し
、
し
つ
x
あ
る
時
期
で
あ
る
。
帥
ち
印
度
に
於
て
は
、
大
乘
教
徒
な
る
軌
範
師
無
著
と
世
親
と
を
始
め
と
す
る
餘
の
入
女
は
、
如
來
に
よ
り
驗
記
せ
ら
れ
叉
初
地
を
得
た
る
聖
龍
樹
の
正
解
せ
る
大
乘
の
義
軌
を
別
樣
に
導
き
、
無
漸
無
愧
に
し
て
義
を
知
ら
す
、
而
も
識
り
學
識
せ
り
と
慢
思
す
る
も
の
に
し
て
、
彼
等
は
か
淨
土
教
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
西
三
東
洋
學
論
叢
・
三
四
四
く
の
如
く
語
る
。
翼
實
の
甘
露
に
悟
入
す
る
こ
と
は
、
我
等
の
み
の
善
く
読
く
と
こ
ろ
に
し
て
、
諸
中
觀
論
師
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
　　
と
言
ふ
、
中
觀
心
註
思
擇
炎
の
言
葉
の
如
く
で
あ
る
の
に
反
し
、
こ
玉
シ
ナ
、
北
魏
に
あ
つ
て
は
「能
徽
蹤
馬
鳴
、
繼
迹
龍
樹
」
と
し
て
世
親
を
、
紹
介
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
歴
史
的
事
實
の
間
に
、
印
度
と
シ
ナ
と
を
別
個
な
傳
統
あ
る
文
化
圈
と
し
て
封
峠
せ
し
め
る
、
廣
漠
な
沙
漠
、
峻
嶮
越
へ
難
い
大
高
原
・
大
山
脈
、
打
ち
績
く
熱
帶
の
密
林
群
と
言
ふ
、
自
然
地
理
的
な
も
の
に
よ
る
遮
斷
、
或
ぴ
は
風
土
的
な
る
も
の
よ
り
す
る
限
定
を
想
起
せ
す
に
は
理
解
し
難
い
溝
を
持
つ
。
斯
樣
に
北
魏
の
佛
教
界
に
あ
つ
て
は
、
印
度
の
そ
れ
と
は
異
り
瑜
伽
行
派
の
亘
匠
・
世
親
を
し
て
、
中
觀
派
の
互
匠
・
龍
樹
と
同
じ
線
に
並
列
せ
し
め
る
に
至
つ
た
と
言
ふ
こ
と
、
ー
言
ぴ
換
れ
ば
、
か
玉
る
中
觀
・
瑜
伽
と
言
ふ
如
き
區
分
す
ら
辨
へ
て
ゐ
な
い
歴
史
的
世
界
に
於
て
、
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
を
無
量
壽
經
論
註
の
上
に
求
め
ん
と
す
る
こ
と
の
地
域
的
錯
誤
が
、
或
ぴ
は
亦
、
少
く
と
も
曇
鸞
の
意
識
の
上
に
構
成
せ
ら
れ
な
か
つ
た
と
言
ふ
批
判
が
、
私
の
荷
負
つ
て
ゐ
る
課
題
そ
の
も
の
に
持
た
れ
る
矛
盾
・
不
成
立
を
鋭
く
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
私
は
こ
の
批
判
・
疑
義
に
樹
し
て
、
次
に
示
さ
れ
る
が
如
き
理
由
の
下
に
、
敢
へ
て
こ
の
拙
い
論
攷
を
進
め
、
論
題
の
示
す
處
の
焦
點
に
肉
逍
し
や
う
と
思
ふ
。
柳
女
曇
鸞
の
無
量
壽
經
論
註
は
、
世
親
の
無
量
壽
經
優
婆
提
舍
願
生
偈
井
長
行
に
關
す
る
、
彼
自
身
の
理
解
の
跡
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
世
親
の
無
量
壽
經
論
は
、
倶
舍
論
、
唯
識
廿
頌
、
卅
頌
の
兩
論
、
攝
大
乘
論
釋
、
佛
性
論
な
ど
と
共
に
、
數
多
い
彼
の
論
著
の
中
の
隨
一
で
あ
り
、
特
に
そ
の
開
卷
が
「
世
奪
、
我
一
心
歸
命
盡
十
方
無
磯
光
如
來
」
と
言
ふ
第
一
人
稱
の
持
た
れ
る
偈
に
よ
つ
て
始
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、°
單
な
る
釋
經
論
で
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
單
に
自
か
ら
の
.yea
読
を
述
べ
る
の
と
は
異
つ
た
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
彼
自
身
の
宗
教
的
心
情
の
最
高
調
を
示
す
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
世
親
の
思
想
的
遍
歴
は
、
そ
の
傳
記
、
殘
さ
れ
た
著
作
に
於
て
伺
は
れ
る
如
く
、
三
つ
の
段
階
、
乃
至
四
つ
の
段
階
を
持
つ
も
の
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
る
。
印
ち
倶
舍
論
に
示
さ
れ
る
如
き
阿
毘
達
磨
の
世
界
、
更
に
大
乘
へ
の
轉
換
が
攝
大
乘
な
る
態
に
於
て
唯
識
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
心
識
に
か
乂
は
る
能
所
倶
泯
に
於
て
、
高
次
の
主
體
と
し
て
の
法
身
を
.顯
は
す
如
來
藏
の
世
界
が
展
開
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
ふ
る
た
、
宗
教
的
安
佳
の
世
界
を
示
す
も
の
と
し
て
の
、
無
量
壽
經
論
が
數
へ
あ
.げ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
都
合
四
つ
の
段
階
に
於
て
、
世
親
ノ
の
思
想
的
展
開
の
跡
が
特
色
づ
け
ら
れ
る
こ
と
玉
な
る
。の
私
の
拙
い
理
解
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
如
來
藏
思
想
の
明
確
な
定
示
を
與
へ
て
ゐ
る
、
佛
性
論
卷
第
二
如
來
藏
品
の
所
読
と
、
無
量
壽
經
論
の
思
想
拝
に
そ
の
構
想
と
は
、
相
ひ
表
裏
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
兩
つ
を
最
絡
の
段
階
に
纒
め
て
し
ま
ふ
な
ら
ば
、
三
つ
の
段
階
に
於
て
世
親
の
思
想
的
發
展
の
跡
を
區
分
し
得
る
こ
と
玉
も
な
る
。
と
も
あ
れ
、
無
量
壽
經
論
は
、
他
の
數
多
い
世
親
の
論
著
と
全
く
無
關
係
に
於
て
あ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
と
の
相
依
關
係
の
上
に
、
具
體
的
な
能
表
現
者
と
し
て
の
世
親
の
思
想
・
信
仰
が
把
捉
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
や
う
な
點
か
ら
、
こ
の
無
量
壽
經
論
を
理
解
.
把
握
せ
ん
と
す
る
場
合
、
そ
の
能
表
現
者
の
思
想
・
立
場
に
於
て
な
さ
れ
る
處
に
、
勝
義
性
を
認
む
べ
き
で
あ
σ
、
そ
う
し
た
能
表
現
者
の
思
想
・
立
場
と
は
別
個
な
、
厂
言
ぴ
換
れ
ば
、
立
場
な
き
立
場
に
反
し
、
或
る
特
定
の
立
場
が
、
そ
れ
に
關
す
る
理
解
、
把
握
に
於
て
豫
想
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
主
觀
の
優
位
性
が
指
摘
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
無
量
壽
經
論
註
の
作
者
、
曇
鸞
が
と
り
得
た
立
場
・
態
度
は
、
兩
者
の
内
い
つ
れ
で
あ
つ
た
で
あ
ら
う
か
。
師
ち
彼
の
理
解
の
跡
を
見
る
に
、
中
觀
哲
學
的
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
ど
う
老
へ
て
も
主
觀
の
優
位
性
を
許
容
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
言
ふ
の
が
、
今
日
行
は
れ
て
ゐ
る
通
読
の
や
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
前
述
の
如
き
、
十
地
經
論
の
傳
逹
に
關
す
る
老
察
に
於
て
豫
想
せ
ら
れ
る
處
の
も
の
で
あ
り
、
四
論
と
佛
性
f
長
安
と
北
涼
と
に
於
て
譯
出
せ
ら
れ
、
そ
の
中
心
入
物
た
る
鳩
摩
羅
什
や
、
曇
無
讖
の
指
導
を
受
け
た
人
女
に
よ
つ
て
、
形
成
せ
ら
れ
た
佛
教
を
學
習
し
た
曇
鸞
が
、
北
魏
の
都
、
洛
陽
に
於
て
勒
那
摩
提
・
菩
提
流
支
に
よ
つ
て
譯
出
せ
ら
れ
た
、
世
親
の
思
想
に
關
聯
す
る
唯
識
・
如
來
藏
兩
系
統
の
經
論
に
接
し
た
の
は
、
既
に
學
習
の
時
期
を
過
ぎ
た
頃
で
あ
り
、
こ
れ
ら
新
譯
出
の
諸
經
論
に
關
心
を
示
し
な
が
ら
も
、
淨
土
敏
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
四
五
東
洋
學
論
叢
三
四
六
そ
れ
に
封
す
る
正
確
な
理
解
、
認
識
に
缺
く
る
處
の
あ
つ
た
こ
と
は
事
實
で
あ
る
。
即
ち
今
、
そ
の
一
例
を
示
す
な
ら
ば
家
の
如
く
で
あ
る
。
無
量
壽
經
論
註
不
増
不
減
經
中
論
大
乘
家
所
言
衆
生
者
、
如
不
増
不
減
經
言
。
言
衆
生
者
印
是
不
生
者
帥
是
不
生
不
滅
義
。
不
滅
常
恒
清
涼
不
變
歸
依
不
可
思
議
清
淨
法
界
等
異
名
。
以
是
義
故
、
我
依
彼
法
、
説
名
衆
生
何
以
故
。
若
此
生
若
未
生
有
生
復
生
、
云
何
能
自
生
有
無
窮
過
故
。
若
生
已
自
生
有
不
生
而
生
生
已
何
用
生
過
故
。
是
故
生
非
生
已
生
無
生
。
若
有
亦
非
未
坐
生
生
可
有
滅
。
生
時
亦
不
生
既
無
生
、
何
去
來
中
己
答
得
有
滅
。
是
(
卷
第
二
觀
故
無
生
無
滅
。
三
相
品
)
(卷
上
)
㈹
こ
の
甥
照
表
に
示
さ
れ
る
如
く
、
曇
鸞
は
菩
提
流
支
の
譯
出
に
か
玉
る
、
不
増
不
減
經
を
引
用
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
理
解
は
經
自
身
の
説
く
如
來
藏
思
想
に
於
て
貸
な
く
、
む
し
ろ
、
彼
に
と
つ
て
は
毓
成
の
思
想
-
四
論
を
研
鑽
し
た
彼
に
ふ
さ
わ
し
く
、
龍
樹
の
中
論
の
思
想
に
導
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
こ
と
は
般
若
經
と
そ
れ
に
つ
ら
な
る
諸
經
典
井
に
、
龍
樹
や
提
婆
の
中
觀
思
想
を
表
示
す
る
諸
論
に
樹
し
、
親
近
性
の
持
た
れ
る
北
魏
佛
歡
界
に
、
彼
等
に
と
つ
て
疏
遠
な
瑜
伽
唯
識
・
如
來
藏
の
諸
經
論
が
提
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
ら
、
思
想
的
な
轉
換
が
約
束
せ
ら
れ
な
い
限
り
、
そ
れ
ら
薪
譯
出
の
諸
經
論
を
正
確
に
、
そ
れ
ら
が
読
れ
る
立
場
に
於
て
の
理
解
を
期
待
せ
ぢ
る
べ
く
も
な
い
。
然
る
に
曇
鸞
の
如
き
は
或
る
個
處
に
於
て
、
十
地
經
論
の
作
者
た
る
世
親
を
、
何
等
の
思
想
的
な
意
味
に
於
け
る
直
結
性
の
定
示
な
く
し
て
、
馬
鳴
・
龍
樹
の
兩
亘
匠
と
關
聯
せ
し
め
、
系
譜
的
な
結
び
つ
け
を
敢
て
な
し
た
、
崔
ぬ
淨
土
歡
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
四
七
東
洋
學
論
叢
三
四
八
光
の
所
作
の
如
く
、
瑜
伽
唯
識
・
如
來
藏
天
の
思
想
的
轉
換
を
な
す
こ
と
な
く
、
彼
に
と
つ
て
は
既
成
の
ー
ー
龍
樹
の
中
觀
思
想
に
基
づ
き
、
世
親
の
無
量
壽
經
論
を
理
解
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
そ
の
註
の
上
に
見
出
す
こ
と
。が
出
來
る
の
で
あ
る
。
言
は
貸
過
渡
期
的
性
格
を
持
つ
も
の
と
し
て
、
啓
蒙
的
な
面
が
指
摘
せ
ら
れ
る
如
き
は
、
實
に
世
親
的
理
解
に
疎
遠
な
る
所
以
を
物
語
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
や
う
に
無
量
壽
經
論
を
世
親
の
教
學
と
は
異
つ
た
、
龍
樹
の
中
觀
思
想
に
於
て
理
解
が
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
理
解
に
於
け
る
能
所
の
間
に
、
結
び
つ
き
難
い
溝
が
嚴
存
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
か
ら
う
か
9
印
ち
能
解
と
し
て
の
曇
鸞
は
中
觀
思
想
に
そ
の
立
場
を
置
く
も
の
で
あ
り
、
所
解
と
し
て
の
無
量
壽
經
論
は
そ
の
背
景
に
瑜
伽
唯
識
・
如
來
藏
思
想
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
兩
者
の
關
係
-
理
解
に
於
け
る
能
所
の
間
に
、
龜
裂
の
生
起
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
從
つ
て
、
無
量
壽
經
論
註
に
於
て
見
出
さ
ん
と
す
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
は
、
曇
鸞
の
意
識
的
な
所
作
の
上
に
成
立
つ
の
で
な
く
、
理
解
に
於
け
る
能
所
相
互
間
に
見
出
さ
れ
る
、
ズ
レ
と
言
ふ
態
に
於
て
成
立
つ
も
の
と
し
て
理
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
ω
山
口
釜
博
士
著
佛
教
に
於
け
る
無
と
有
と
の
封
論
認
。
②
山
冖田
龍
城
博
士
世
」親
の
思
想
的
北目
暑
ハ
(
宗
教
研
究
第
H
bΩ
G◎
號
)
⑧
拙
稿
無
量
壽
經
論
序
觀
(
佛
教
大
學
々
報
第
b∂
O
號
)。
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光
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は
正
光
中
認
〒
山
圏
(
三
寳
記
卷
第
九
・
大
正
藏
お
い
。゚9
6
開
元
録
卷
笛
泙
亠ハ
・
大
正
藏
55,
541.
a
)
°
四
無
量
壽
經
論
註
に
於
て
課
題
と
し
て
荷
負
は
れ
て
ゐ
る
處
の
、
種
女
な
る
莊
嚴
功
徳
を
具
備
せ
る
淨
土
の
有
的
傾
向
、
及
び
そ
の
淨
土
へ
の
往
生
と
言
ふ
兩
つ
の
問
題
は
、
願
生
思
想
を
形
成
す
る
二
大
支
柱
に
關
す
る
も
の
と
し
て
、
淨
土
教
の
中
核
へ
の
肉
逍
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
そ
の
肉
逍
が
鏡
い
思
想
的
反
省
の
態
に
於
て
始
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
有
の
筌
を
定
示
す
る
ー
諸
法
の
實
義
を
開
顯
せ
ん
と
す
る
中
觀
派
の
諸
論
著
に
見
出
さ
れ
る
、
そ
の
仕
方
に
於
て
な
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
し
て
、
四
論
・
佛
性
を
研
鑽
し
、
特
に
「南
無
慈
悲
龍
樹
尊
至
心
歸
命
頭
面
禮
」
と
ま
で
、
龍
樹
に
私
淑
の
最
高
を
表
白
せ
る
註
主
曇
鸞
に
ふ
さ
わ
し
い
企
圖
と
言
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
し
か
の
み
な
ら
す
そ
の
課
題
は
、
般
若
系
統
の
諸
經
典
に
導
か
れ
、
龍
樹
・
提
婆
の
諸
勞
作
に
、
そ
の
理
解
の
方
軌
を
學
び
取
ら
う
と
し
た
、
北
魏
佛
教
徒
の
間
に
於
け
る
共
通
の
疑
義
と
言
は
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
解
決
の
方
法
も
亦
、
そ
の
時
代
に
共
通
な
る
思
惟
・
論
理
に
よ
つ
た
も
の
と
言
ふ
べ
く
、
そ
の
輝
か
し
い
解
答
は
こ
の
時
代
の
代
表
作
と
し
て
、
期
待
せ
ら
れ
る
處
の
如
何
に
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
か
を
推
察
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
。
私
は
か
玉
る
曇
鸞
に
よ
つ
て
最
も
力
の
注
が
れ
た
と
思
は
れ
る
、
そ
れ
ら
兩
つ
の
問
題
に
於
て
、
私
な
り
に
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
に
關
す
る
探
索
を
試
み
や
う
と
思
ふ
。
先
づ
曇
鸞
に
よ
つ
て
問
題
覗
せ
ら
れ
て
ゐ
る
往
生
に
關
す
る
疑
義
と
は
、
い
か
な
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
ら
う
か
。
師
ち
'
「
大
乘
經
論
中
鏖
読
衆
生
畢
竟
墾
如
鏖
・
云
何
天
親
菩
薩
言
願
生
恥
」
と
】責
書
問
に
於
て
推
測
せ
ら
れ
る
如
く
・
菩
提
婆
に
よ
つ
て
譯
出
せ
ら
れ
た
世
親
の
無
量
壽
經
論
の
示
す
有
的
に
表
現
せ
ら
れ
た
淨
土
歡
と
、
人
・
法
の
兩
つ
に
於
て
、
室
b
無
自
性
・
縁
起
を
読
く
般
若
系
の
諸
經
典
井
に
、
申
觀
派
の
諸
論
著
に
導
び
か
れ
た
彼
の
前
牛
生
涯
の
思
想
と
の
樹
決
が
、
願
生
の
基
體
、
拜
に
願
生
の
生
と
言
ふ
兩
つ
の
焦
點
を
構
成
し
、
而
も
鋭
い
批
判
の
態
に
於
て
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
。
即
ち
彼
は
前
者
に
封
し
て
「如
凡
夫
所
謂
實
衆
生
、
如
凡
夫
所
見
實
生
死
、
此
所
見
事
畢
竟
無
所
有
、
如
龜
毛
如
盧
室
」
と
言
ぴ
、
後
者
に
封
し
て
「
天
親
菩
薩
願
生
言
、
是
因
④
縁
義
故
假
名
生
」
と
言
つ
て
ゐ
る
。
然
る
に
こ
の
批
判
に
於
て
有
的
な
願
生
思
想
が
、
單
な
る
有
な
る
も
の
で
は
な
い
と
言
ふ
こ
と
を
、
辯
證
せ
ら
れ
得
る
か
否
が
に
就
て
、
更
に
他
の
箇
所
に
於
て
試
み
ら
れ
て
ゐ
る
生
に
關
す
る
彼
の
批
判
と
共
に
充
分
そ
の
檢
討
が
な
さ
淨
土
教
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
,(藤
堂
恭
俊
)
三
四
九
東
洋
學
論
叢
三
五
〇
　　
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
印
ち
言
ふ
處
の
生
に
關
す
る
批
判
と
は
、
「
若
有
生
、
生
已
復
生
。
有
無
窮
過
。
不
生
而
生
過
故
」
と
言
ふ
の
が
そ
れ
で
あ
り
、
若
し
生
が
あ
る
と
す
れ
ば
必
す
未
生
生
か
、
已
生
生
、
或
ぴ
は
生
時
生
か
、
そ
れ
ら
い
つ
れ
か
の
誤
謬
を
犯
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
、
生
と
は
未
だ
生
じ
な
い
歌
態
か
ら
已
に
生
℃
た
状
態
へ
移
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
未
だ
生
じ
な
い
時
に
生
す
る
と
言
へ
ば
、
そ
こ
に
未
來
な
る
こ
と
と
現
在
な
る
こ
と
玉
の
一
時
性
が
指
摘
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
す
亦
、
已
に
生
じ
た
も
の
が
生
す
る
と
言
へ
ば
、
過
去
な
る
こ
と
玉
現
在
な
る
こ
と
x
の
一
時
性
に
陷
入
り
、
更
に
已
に
生
鹽じ
た
る
も
の
と
未
だ
生
せ
ざ
る
も
の
と
を
離
れ
て
、
生
じ
つ
玉
あ
る
時
と
言
ふ
歌
態
な
あ
り
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
生
じ
つ
x
あ
る
時
に
生
す
る
と
言
ふ
こ
と
も
亦
、
前
二
者
と
同
樣
に
過
失
と
し
て
、
そ
の
成
立
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
の
や
う
に
生
の
あ
り
得
べ
き
状
態
と
し
て
分
別
せ
ら
る
玉
、
未
生
生
・
己
生
生
・
生
時
生
の
三
者
い
つ
れ
の
場
合
に
於
て
も
、
生
の
成
立
が
許
容
せ
ら
れ
な
い
と
言
ふ
考
察
は
、
前
項
に
示
し
た
封
⑥
照
表
に
明
ら
か
な
る
如
く
、
.中
論
觀
三
相
品
に
、
そ
の
出
據
を
見
出
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
行
使
せ
ら
れ
る
論
理
は
「
去
來
中
已
答
」
と
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
觀
去
來
品
に
示
さ
れ
る
、
去
來
と
言
ふ
作
の
吟
味
に
用
ひ
ら
れ
た
處
の
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
粉
生
に
關
す
る
批
判
に
於
て
、
無
窮
の
過
失
を
犯
す
も
の
ど
指
摘
せ
ら
れ
る
處
の
も
の
こ
そ
、
輪
廻
轉
生
を
肯
定
せ
ん
と
す
る
ー
實
の
生
死
あ
り
と
す
る
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
で
あ
り
、
不
生
な
る
も
の
を
生
と
し
て
把
握
す
る
、
そ
の
こ
と
の
誤
謬
を
過
失
と
し
て
退
け
得
る
も
の
こ
そ
、
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
と
は
次
元
を
異
に
せ
る
勝
義
の
智
慧
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
所
詮
こ
の
問
題
に
關
す
る
批
制
は
、
そ
の
出
發
を
勝
義
の
智
慧
に
見
丗
し
得
る
も
の
で
あ
り
、
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
に
基
づ
い
て
描
出
せ
ら
れ
る
世
俗
的
な
も
の
に
劉
す
る
、
根
源
的
な
反
省
、
批
判
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
願
生
の
生
に
關
す
る
曇
鸞
の
見
解
を
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
「
願
生
言
、
是
因
縁
義
故
假
名
生
」
と
言
ふ
の
は
、
生
に
關
し
て
持
た
れ
る
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
と
し
て
の
、
自
性
有
的
性
格
の
不
成
立
を
説
く
、
觀
三
相
品
の
思
想
と
相
ひ
表
裏
す
る
も
の
で
あ
り
、
願
生
の
生
を
假
名
の
生
と
し
て
i
言
ひ
換
れ
ば
、
縁
起
の
理
趣
の
上
に
於
て
把
捉
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
前
者
は
、
生
そ
の
も
の
を
縁
起
の
理
趣
に
於
て
批
判
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
に
樹
す
る
有
見
を
破
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
に
封
し
、
後
者
は
、
生
そ
の
も
の
を
縁
起
の
理
趣
の
上
に
於
て
把
捉
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
に
封
す
る
無
見
を
離
れ
し
む
る
も
の
で
あ
り
.
從
つ
て
こ
の
兩
者
は
、
生
に
關
す
る
有
無
の
兩
邊
を
遠
離
せ
る
中
道
義
を
示
す
こ
と
玉
な
つ
て
も
、
ど
こ
ま
で
も
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
の
寂
滅
を
要
請
す
る
も
の
と
し
て
、
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
の
行
使
せ
ら
れ
る
世
俗
に
於
て
發
起
せ
ら
れ
、
而
も
そ
れ
ら
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
の
寂
滅
せ
る
勝
義
へ
の
行
道
た
る
、
願
生
を
辯
證
す
る
も
の
と
は
な
り
得
な
い
や
う
で
あ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
、
勝
義
へ
の
行
道
と
し
て
の
願
生
法
は
世
俗
の
態
な
る
能
所
の
關
係
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
從
つ
て
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
を
許
容
す
る
こ
と
に
於
て
、
そ
れ
ら
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
の
寂
滅
せ
る
勝
義
の
世
界
へ
導
入
・
飜
轉
∴
轉
換
せ
し
め
る
如
き
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
曇
鸞
の
見
解
に
よ
る
限
り
、
凡
夫
の
思
慮
、
分
別
見
の
寂
滅
せ
る
勝
義
性
に
於
て
、
願
生
法
を
批
判
す
る
も
の
と
し
て
、
範
疇
の
異
な
れ
る
も
の
を
同
一
手
面
に
於
て
取
扱
う
と
す
る
錯
誤
が
指
摘
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
に
批
判
が
批
判
と
し
て
地
に
つ
い
て
ゐ
な
い
感
じ
を
抱
か
し
む
る
と
共
に
、
能
解
と
所
解
と
の
間
に
ズ
レ
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
N
な
る
。
か
く
曇
鸞
が
勝
義
へ
の
行
道
に
於
て
能
所
の
關
係
を
認
容
し
な
か
㈲
つ
た
と
言
ふ
こ
と
は
、
彼
の
』全
然
未
知
な
る
龍
樹
の
大
乘
二
十
頌
論
に
、
「
若
滅
於
心
輪
、
印
一
切
法
滅
、
是
諸
法
無
我
」
と
言
ふ
如
く
、
室
の
實
踐
が
何
等
の
封
象
的
な
も
の
を
建
て
す
に
、
1
言
ぴ
換
れ
ば
勝
義
へ
の
行
道
が
能
所
の
關
係
に
於
て
構
成
せ
ら
れ
す
に
、
直
ち
に
唯
心
觀
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
龍
樹
の
行
觀
に
つ
ら
な
る
も
の
と
理
解
せ
ら
れ
る
。
曇
鸞
に
よ
つ
て
問
題
硯
せ
ら
れ
る
往
生
に
關
す
る
今
一
つ
の
疑
義
は
、
先
に
指
摘
し
て
置
た
如
く
願
生
の
基
體
に
つ
い
て
薗
あ
る
。
郎
ち
こ
の
疑
義
は
、
往
生
を
願
ひ
、
或
ぴ
は
亦
そ
の
實
踐
が
な
さ
れ
る
根
據
・
基
體
と
な
る
べ
き
も
の
、
所
謂
所
依
に
係
る
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
彼
の
自
答
に
よ
る
限
り
、
往
生
を
願
ふ
と
言
っ
て
み
て
も
、
そ
の
願
を
發
起
す
る
基
體
そ
の
も
の
、
或
ぴ
は
往
生
淨
土
歡
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
五
一
東
洋
學
論
叢
丶
三
五
二
⑧
を
す
る
と
言
ふ
や
う
な
も
の
が
な
い
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
帥
ち
曇
鸞
は
大
智
度
論
の
譬
喩
を
借
る
こ
と
に
於
て
、
衆
生
と
言
ふ
よ
う
な
も
の
、
生
死
と
言
ふ
よ
う
な
も
の
は
、
龜
毛
の
存
在
し
な
い
如
く
室
無
な
る
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
そ
れ
ら
が
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
に
基
づ
く
も
の
と
し
て
、
そ
の
虚
妄
な
る
ご
と
を
明
ら
か
に
し
て
ゐ
る
。
斯
樣
な
自
答
に
見
出
さ
れ
る
思
想
は
、
「
衆
生
畢
竟
無
生
如
虚
筌
」
と
言
ふ
自
問
自
體
に
見
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
印
ち
こ
の
疑
義
は
世
俗
よ
り
勝
義
へ
の
行
道
と
し
て
の
願
生
が
、
世
俗
に
於
て
建
立
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
に
拘
ぢ
す
、
か
玉
る
世
俗
に
於
て
願
生
せ
ん
と
す
る
基
體
を
、
「
衆
生
畢
竟
無
生
如
虚
室
」
と
言
ふ
如
き
、
勝
義
の
範
疇
に
於
て
取
扱
は
う
と
す
る
錯
誤
が
、
先
の
願
生
の
生
に
關
す
る
場
合
と
同
樣
に
指
摘
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
亦
、
往
生
を
願
ふ
基
體
は
曇
鸞
に
よ
つ
て
把
捉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
よ
う
な
、
衆
生
と
言
ふ
概
念
に
於
て
み
た
し
得
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
衆
生
と
言
ふ
名
稱
は
、
概
念
的
・
抽
象
的
で
あ
り
、
決
し
て
往
生
を
願
ふ
基
體
に
封
し
て
呼
稱
せ
ら
れ
得
る
も
　0　,
.
の
と
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
往
生
を
願
ふ
も
の
は
、
現
實
の
私
巳
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
斯
樣
な
往
生
を
願
は
す
に
は
居
ら
れ
な
い
現
實
の
私
と
言
ふ
や
う
な
、
至
つ
て
具
體
的
な
而
も
特
殊
な
存
在
を
、
衆
生
と
言
ふ
如
き
抽
象
的
な
而
も
普
遍
的
な
概
念
に
置
き
換
へ
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
そ
の
批
判
・
老
察
が
始
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
見
逃
し
難
い
事
實
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
實
經
驗
を
成
立
た
し
む
る
具
體
的
な
事
物
が
、
見
失
は
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
ご
と
を
暗
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
願
生
ξ
言
ふ
勝
義
へ
の
行
道
に
於
て
、
媒
介
を
立
て
な
い
と
言
ふ
ご
と
を
含
む
も
の
な
る
べ
く
、
そ
こ
に
中
觀
思
想
的
理
解
の
跡
を
見
出
し
得
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
邸
ち
先
に
示
し
た
大
乘
廿
頌
論
第
廿
頌
の
如
く
、
勝
義
へ
の
行
道
に
於
て
能
所
の
關
係
が
構
成
せ
ら
れ
す
、
直
ち
に
唯
心
觀
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
現
實
經
驗
を
成
立
た
し
む
る
具
體
的
な
、
存
在
事
體
そ
の
も
の
N
室
無
と
言
ふ
こ
と
を
示
す
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
言
ぴ
換
れ
ば
、
勝
義
の
世
界
へ
の
悟
入
に
於
て
、
そ
の
宗
教
的
體
驗
を
媒
介
す
る
基
體
そ
の
も
の
を
、
最
初
か
ら
否
定
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
經
驗
を
成
り
立
た
玉
し
め
る
基
體
そ
の
も
の
x
背
後
に
甦
み
が
へ
る
と
言
ふ
よ
う
な
態
に
於
て
な
さ
れ
る
も
の
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
若
し
こ
の
や
う
に
、
具
體
的
な
存
在
事
體
が
室
無
と
せ
ら
れ
る
な
ち
ば
、
往
生
を
願
ふ
と
言
ふ
意
識
の
形
成
も
亦
、
室
無
と
し
て
否
定
せ
ら
れ
る
こ
と
y
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
か
。
願
生
の
意
識
・
往
生
の
事
實
が
許
容
せ
ら
れ
る
限
り
、
そ
れ
を
形
成
せ
し
む
る
具
體
的
な
存
在
事
體
の
肯
定
が
な
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
、
願
生
を
自
ら
の
宗
歡
體
驗
と
す
る
淨
土
教
は
、
能
所
と
言
ふ
世
俗
の
態
に
於
て
、
世
俗
か
ら
勝
義
へ
の
行
道
・
悟
入
を
展
開
す
る
も
の
ど
し
て
、
そ
れ
の
所
依
.
基
體
た
る
具
體
的
な
存
在
事
體
を
離
れ
て
構
成
せ
ら
る
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
も
先
の
場
合
と
同
樣
、
範
醺
の
異
な
れ
る
兩
つ
の
も
の
を
同
一
平
面
に
於
て
取
扱
ふ
と
す
る
錯
誤
が
、
能
解
と
所
解
と
の
間
に
於
け
る
ズ
レ
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
樣
な
能
解
の
側
の
優
位
性
に
富
ん
だ
、
願
生
の
生
・
願
生
の
基
體
に
關
す
る
曇
鸞
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
往
生
と
言
ふ
こ
と
が
如
何
な
る
面
に
於
て
成
立
ち
得
る
の
か
、
疑
問
を
抱
か
す
に
は
居
ら
れ
な
い
。
印
ち
「問
目
、
依
何
義
故
読
往
生
」
と
liliIIふ
、
彼
自
身
の
自
問
が
存
在
す
る
所
以
が
察
せ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
彼
の
自
答
は
、
「
答
日
、
於
此
間
假
名
人
中
修
五
念
門
、
前
念
與
後
念
作
因
。
穢
土
假
名
人
淨
土
假
名
入
不
得
決
定
一
、
不
得
決
定
異
。
前
心
後
心
亦
復
如
是
。
何
以
故
。
若
一
則
無
因
果
、
若
異
則
非
相
績
。
是
義
觀
」
異
門
論
中
委
曲
。L
と
言
ふ
如
く
、
龍
樹
の
申
論
卷
第
三
、
觀
因
果
品
に
示
さ
れ
を
不
一
不
異
の
論
理
を
行
使
す
る
こ
と
に
於
て
、
願
生
法
を
肯
定
せ
ん
と
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
往
生
と
は
繊
土
の
假
名
人
が
淨
土
の
慨
名
人
と
な
る
こ
と
に
於
て
果
途
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
因
よ
り
果
へ
の
轉
換
と
し
て
把
捉
し
て
ゐ
る
。
更
に
亦
、
そ
の
間
に
於
け
る
行
道
は
、
穢
土
の
假
名
人
が
行
す
る
五
念
門
行
に
於
け
る
、
所
修
の
前
念
の
行
と
後
念
の
行
と
が
、
先
の
場
合
と
同
樣
、
因
果
の
閣
係
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
こ
の
ζ
乏
は
、
明
確
に
願
生
の
基
體
、
所
謂
依
事
を
読
か
な
い
ま
で
も
、
そ
の
こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
帥
ち
若
し
穢
土
の
假
名
人
と
淨
土
の
假
名
入
と
が
單
に
不
一
で
あ
る
な
ら
ば
、
爾
者
は
全
然
別
異
な
る
も
の
と
し
て
、
往
生
と
言
ふ
こ
と
が
同
一
人
の
宗
歡
'體
驗
た
る
こ
と
を
認
め
得
な
く
な
る
。
更
に
亦
、
穢
土
の
假
名
人
と
淨
土
の
僂
名
人
と
が
單
に
不
異
で
あ
る
な
ら
ば
、
兩
者
は
全
然
同
淨
土
歡
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
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一
な
る
も
の
と
し
て
、
此
彼
二
岸
の
對
立
を
前
提
と
す
る
往
生
-
穢
土
か
ら
淨
土
へ
の
轉
換
の
事
實
を
無
靦
す
る
こ
と
x
な
る
。
私
㈹
・
は
こ
の
曇
鸞
の
解
答
に
於
て
、
因
と
果
と
を
貫
ぬ
く
も
の
と
し
て
基
體
遂
、
亦
同
時
に
、
因
と
果
と
が
單
に
蓮
績
し
て
ゐ
る
と
言
ふ
の
で
は
な
く
、
そ
こ
に
兩
者
を
隔
て
る
も
の
と
し
て
轉
換
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
更
に
曇
鸞
は
今
一
歩
論
を
進
め
、
先
に
論
述
し
た
如
き
願
生
に
關
す
る
二
方
面
か
ら
、の
鋭
い
批
判
と
は
杢
く
別
個
な
立
場
か
ら
、
願
生
に
關
す
る
積
極
的
な
肯
定
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。
邸
ち
「
問
日
。
上
言
知
生
無
生
當
是
上
品
生
者
。
若
下
下
品
人
乘
十
念
往
生
、
　　H
豈
非
取
實
生
耶
。
但
取
實
生
印
墮
二
執
。
一
恐
不
得
往
生
。
二
恐
更
生
生
惑
」
と
言
ふ
自
問
に
於
て
、
下
下
品
人
に
問
題
の
焦
點
を
移
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
こ
の
自
問
の
あ
と
に
展
開
せ
ら
れ
る
自
答
が
、
從
來
の
考
察
と
は
異
つ
た
立
場
か
ら
ー
無
生
而
生
な
る
論
理
と
は
別
異
な
論
理
の
行
使
を
豫
想
す
る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
そ
の
自
答
に
於
て
示
さ
れ
る
處
の
も
の
は
、
「
豈
不
能
轉
生
見
爲
無
生
の
　
智
乎
」
と
言
ふ
反
語
體
に
よ
る
も
の
と
、
「
彼
土
是
無
生
界
見
生
之
火
自
然
而
滅
」
と
言
ふ
の
と
で
あ
る
。
こ
の
兩
者
は
世
俗
か
ら
勝
w
-I
義
へ
の
悟
入
を
説
く
も
の
で
あ
り
、
而
も
そ
の
世
俗
か
ら
勝
義
へ
の
行
道
に
於
て
、
願
生
な
る
有
見
と
勝
義
有
な
る
淨
土
と
の
兩
つ
を
許
容
す
る
も
の
と
し
て
注
目
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
行
觀
に
於
て
能
所
の
關
係
を
許
容
し
、
且
つ
そ
れ
を
基
本
態
と
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り゚
、
先
に
論
述
し
た
大
乘
廿
頌
論
に
示
さ
れ
る
龍
樹
の
行
觀
と
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
も
の
な
る
こ
と
は
、
明
ら
か
な
事
實
で
あ
る
。
願
生
な
る
有
見
と
勝
義
有
な
る
淨
土
と
の
兩
つ
を
許
容
す
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
見
と
、
そ
れ
の
寂
滅
せ
る
勝
義
を
有
と
し
て
設
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
前
者
は
先
に
そ
の
不
咸
立
が
鏡
く
指
摘
せ
ら
れ
た
生
見
を
、
凡
夫
が
勝
義
へ
向
ふ
行
道
を
構
成
す
る
も
の
と
し
て
許
容
す
菌
も
の
で
あ
り
、
後
者
賦
中
觀
派
の
諸
論
著
に
於
て
、
室
の
　
　
り
究
竟
的
な
諸
法
實
相
を
肯
定
的
な
か
た
ち
を
以
て
指
示
せ
す
、
心
行
言
語
斷
・
心
行
處
滅
言
語
道
過
と
し
て
室
に
印
す
る
も
の
、
室
に
よ
つ
て
到
達
せ
ら
れ
る
處
と
言
ふ
如
く
、
行
の
範
疇
を
借
り
る
こ
と
に
よ
つ
て
肯
定
的
に
説
明
す
る
こ
と
か
ら
逃
け
て
い
た
勝
義
の
世
界
を
、
三
種
廿
九
句
乏
言
ふ
如
き
有
的
な
在
り
方
に
於
て
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
、
淨
土
に
關
す
る
考
察
は
別
の
機
會
に
ゆ
つ
る
と
し
て
、
今
茲
で
注
目
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
無
生
智
が
生
見
の
轉
換
に
於
て
把
捉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
ijla
ふ
1J
と
で
あ
る
。
即
ち
下
下
品
人
と
呼
ば
れ
る
凡
夫
が
凡
夫
で
な
い
徃
生
人
に
轉
換
す
る
と
言
ふ
事
實
に
於
て
、
兩
者
は
そ
の
次
元
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
7否
定
を
以
て
そ
の
間
が
斷
絶
せ
ら
れ
て
ゐ
る
に
も
拘
ら
す
、
同
一
人
に
於
け
る
宗
教
的
事
實
と
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
ご
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
願
生
の
基
體
に
係
は
る
こ
と
で
あ
り
、
生
見
が
無
生
智
に
轉
換
せ
ら
れ
る
行
道
の
依
事
に
關
し
て
璽
あ
る
。
帥
ち
凡
夫
と
言
は
れ
た
人
と
往
生
人
と
呼
ば
れ
る
人
と
が
單
に
別
異
で
あ
る
の
で
な
く
、
同
一
人
で
あ
る
こ
と
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
而
も
單
に
同
一
人
と
言
つ
て
も
、
往
生
入
を
以
て
凡
夫
の
そ
の
位
態
に
於
け
る
擴
充
・
延
長
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
る
や
う
な
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
否
定
を
以
て
そ
の
間
が
斷
絶
せ
ら
れ
て
ゐ
る
如
き
兩
者
の
一
を
言
ふ
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
つ
て
か
玉
る
基
體
は
、
因
位
と
果
位
、
凡
夫
人
と
往
生
入
と
言
ふ
如
き
、
相
互
否
定
的
に
封
立
す
る
も
の
玉
一
と
し
て
の
矛
盾
の
統
一
を
指
す
の
で
は
な
く
、
或
る
時
は
因
位
に
屬
し
、
或
る
時
は
果
位
に
屬
す
と
言
ふ
如
く
、
決
定
し
た
自
性
を
持
た
す
、
因
位
・
果
位
の
い
つ
れ
か
に
繋
屬
し
て
ゐ
る
、,
所
tnu
他
S.
よ
つ
て
ゐ
る
が
如
き
も
の
を
言
ふ
の
で
あ
る
。
と
言
ふ
こ
と
は
、
凡
夫
人
で
も
な
く
、
往
生
人
で
も
な
い
の
が
こ
の
基
體
の
在
り
方
で
あ
り
、
而
も
す
べ
て
の
人
は
凡
夫
人
と
し
て
在
る
か
、
さ
も
な
く
ば
往
生
人
と
し
て
あ
る
か
、
そ
の
い
つ
れ
か
の
一
で
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
基
體
は
そ
の
い
つ
れ
で
も
な
い
と
言
ふ
こ
と
は
、
こ
の
基
體
を
離
れ
て
、
そ
の
基
體
な
し
に
は
凡
夫
人
で
あ
る
こ
と
も
、
往
生
人
で
あ
る
ご
と
も
、
共
に
不
可
能
で
あ
る
如
き
も
の
ど
し
て
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
今
一
つ
注
目
せ
ら
る
べ
き
こ
と
は
、
凡
夫
の
思
慮
・
合
別
見
た
る
生
見
の
許
容
に
關
し
て
貸
あ
る
。
印
ち
こ
の
生
見
が
如
何
な
㈲
る
點
に
於
て
、
凡
夫
.が
勝
義
へ
向
ふ
行
道
を
構
成
す
る
の
で
あ
ら
う
か
。
勝
義
な
る
も
の
と
し
て
の
無
生
智
が
、
相
互
否
定
的
に
生
見
と
樹
立
し
て
ゐ
る
の
で
な
く
、
從
つ
て
生
見
の
直
接
否
定
が
無
生
智
で
な
い
の
で
あ
り
、
さ
り
と
て
生
見
の
擴
充
と
し
て
無
生
智
が
あ
淨
土
教
に
於
け
る
申
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
五
五
東
洋
學
論
叢
-
三
五
六
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
生
見
の
自
己
否
定
に
即
し
て
無
生
智
の
成
立
が
把
捉
せ
ら
れ
る
。
言
ひ
換
れ
ば
、
生
見
は
凡
夫
の
思
慮
.
分
別
見
で
あ
る
限
り
、
所
執
・
能
執
な
る
態
に
於
て
顯
現
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
願
生
の
基
體
を
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
所
執
・
能
執
な
る
分
別
所
執
ー
生
見
が
室
ぜ
ら
れ
る
時
、
願
生
の
基
體
そ
の
ま
玉
が
無
生
智
と
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
從
つ
て
分
別
所
執
に
繋
屬
し
て
ゐ
た
基
體
が
、
眞
實
勝
義
に
轉
屬
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
竜
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
印
ち
生
見
は
勝
義
へ
の
方
向
を
持
つ
凡
夫
の
思
慮
・
分
別
で
あ
り
、
そ
の
勝
義
へ
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
於
て
自
ら
を
否
定
す
る
も
の
な
の
で
あ
り
、
所
謂
道
諦
と
し
て
の
性
格
を
荷
負
ふ
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
x
る
性
格
の
持
た
れ
る
生
見
は
、
單
に
世
俗
か
ら
勝
義
へ
の
方
向
に
於
て
の
み
自
存
し
、
成
立
す
る
も
の
で
な
く
、
常
に
邀
な
る
方
向
を
前
提
と
し
、
否
な
、
む
し
ろ
そ
れ
を
喚
起
し
、
そ
れ
に
相
應
せ
ん
と
す
る
も
の
と
し
て
在
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
、
阿
彌
陀
佛
の
本
願
、
名
號
に
呼
應
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
そ
の
本
願
・
名
號
は
凡
夫
の
生
見
を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
他
面
そ
の
生
見
を
無
生
智
に
轉
換
せ
し
む
る
如
き
も
の
で
あ
る
點
に
於
て
、
複
素
凾
數
的
關
係
働
に
於
て
把
捉
せ
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
關
係
を
離
れ
て
は
生
見
が
道
諦
と
し
て
の
任
務
を
果
し
得
な
い
こ
と
玉
な
る
。
從
つ
て
こ
の
複
素
凾
數
的
關
係
に
於
て
、
生
見
と
し
て
所
執
・
能
執
な
る
分
別
所
執
に
繋
屬
し
て
ゐ
た
も
の
が
、
無
生
智
な
る
所
執
・
能
執
な
る
分
別
を
超
絶
し
た
勝
義
・
彼
岸
性
κ
轉
換
す
る
の
は
、
方
向
を
異
に
す
る
兩
つ
の
も
の
玉
精
紳
的
力
學
の
最
も
緊
張
せ
る
關
係
の
上
に
於
て
成
立
つ
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
從
來
宗
學
者
た
ち
に
よ
り
曇
鸞
の
獨
創
的
見
解
と
し
て
指
摘
せ
ら
れ
、
亦
そ
の
偉
業
が
高
く
評
價
せ
ら
れ
る
曇
鸞
の
淨
土
數
に
關
す
る
理
解
は
、
彼
に
と
つ
て
既
成
の
中
觀
思
想
に
煩
は
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
淨
土
教
獨
自
の
論
理
を
「
見
生
而
無
生
」
と
し
て
把
捉
し
て
ゐ
る
點
に
、
そ
の
成
果
の
輝
か
し
さ
が
存
す
る
。
從
つ
て
申
觀
派
の
論
理
が
驅
使
せ
ら
れ
る
「
無
生
而
生
」
の
み
に
於
て
は
、
淨
土
歡
獨
自
の
論
理
を
不
成
立
に
終
ら
す
と
共
に
、
曇
鸞
の
輝
か
し
い
理
解
も
見
失
は
れ
る
こ
と
N
な
る
。
私
は
か
玉
る
「
見
生
而
無
性
」
な
る
論
理
の
曇
鸞
に
よ
る
開
顯
の
背
後
に
、
言
ひ
換
れ
ば
、
彼
の
前
牟
生
涯
に
於
て
親
近
性
の
持
た
れ
る
中
觀
派
的
論
理
を
超
克
し
、
淨
土
教
獨
自
の
論
理
が
見
極
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
事
實
は
、
彼
に
よ
る
觀
無
量
壽
經
の
下
下
品
を
中
心
と
し
た
、
淨
土
の
三
部
經
典
の
味
讀
を
豫
想
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ω
無
量
壽
經
論
註
卷
上
淨
全
ど
葭
s
ぴ
。
②
⑧
㈲
同
右
淨
全
1,
221.
b
。
⑤
同
右
淨
全
广
卜。ωP
"
。
、
、
⑥
大
正
藏
經
ω
。し
。°
⑳
。
ω
無
窮
の
渦
失
は
周
の
個
處
に
於
て
、
「
疑
言
。
生
爲
有
本
衆
累
之
元
、
棄
生
願
生
、
生
何
可
蠱
」
(
淨
全
ド
b。劇
9
鎚
無
量
壽
經
論
註
卷
下
)
と
言
は
れ
、
問
題
を
提
示
し
て
ゐ
る
。
⑧
大
正
藏
經
◎。o
°
も
し
⑨
曇
鸞
は
往
生
を
す
る
と
言
ふ
よ
う
な
竜
の
が
な
い
と
言
ふ
如
く
、
願
生
の
基
體
そ
の
竜
の
玉
空
無
を
説
く
揚
合
、
「
如
凡
夫
所
謂
實
衆
生
…
…
う
う
畢
竟
無
所
如
龜
毛
尸
(
無
量
壽
經
論
註
卷
上
淨
全
尸
卜。
NH°
げ
)
と
、言
つ
て
ゐ
る
の
は
、
大
智
度
論
に
「
譬
如
兎
角
龜
毛
常
無
」
(卷
第
一
大
正
藏
Nρ
OH
僧
ー
び
)
と
言
ふ
「
亀
毛
常
無
」
を
借
用
し
て
ゐ
る
。
冖⑩
曇
鸞
が
無
量
壽
經
論
註
卷
上
(
淨
,(t4j
1,
23
6°
旨
)
に
於
て
罪
業
の
問
題
を
取
り
あ
げ
、
觀
無
量
壽
經
の
下
々
品
に
注
目
を
放
つ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
の
背
後
に
、
人
間
の
生
命
の
長
短
が
そ
の
入
の
造
罪
と
の
關
聯
に
於
て
決
定
さ
れ
る
と
す
る
抱
朴
子
の
説
を
許
容
ず
る
祗
會
の
あ
る
こ
と
に
注
月
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
共
に
、
そ
の
生
命
の
長
短
が
私
の
生
命
の
問
題
と
せ
ら
れ
る
處
に
、
下
々
品
の
臨
終
十
念
詭
が
取
り
擧
げ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
思
考
せ
ら
れ
る
。
拙
稿
北
魏
に
於
け
る
淨
土
歡
の
受
容
と
そ
の
形
成
(
佛
教
丈
化
研
究
第
一
輯
所
收
)
。
⑳
無
量
壽
經
論
註
卷
上
淨
全
炉
卜。卜。
ド
げ
。
淨
土
歡
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(
藤
堂
恭
俊
)
三
五
七
東
洋
學
論
叢
マ
三
五
八
働
大
正
藏
經
。゚p
"。
s
げ
。
⑬
願
生
の
基
體
が
不
一
不
異
な
る
論
理
の
行
使
に
於
て
見
極
め
ら
れ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
願
生
の
基
體
そ
の
も
の
の
無
自
性
的
性
格
を
意
味
す
る
電
の
と
思
考
せ
ら
れ
る
。
㈹
無
量
壽
經
卷
下
淨
全
ド
b。騎
、
ぴ
。
⑮
、
⑯
同
右
淨
全
H』
参
9
。
⑰
攝
大
乘
論
釋
(
眞
諦
譯
)
卷
第
十
五
釋
智
差
別
勝
相
に
論
示
せ
ら
れ
る
十
八
圓
淨
の
中
、
果
圓
淨
に
「
論
日
。
最
瀋
淨
自
在
唯
識
爲
相
」
(
大
正
藏
経
ω
ド
邸①
。゚噂
げ
)
と
言
ふ
如
く
、
淨
土
は
聖
と
し
て
の
識
の
働
き
が
大
慈
悲
と
し
て
顯
れ
た
相
で
あ
り
、
所
謂
無
分
別
智
後
得
智
の
世
界
と
せ
ら
れ
る
。
か
エ
る
無
分
別
智
後
得
智
の
世
界
は
、
大
乘
掌
珍
論
に
「
相
應
論
師
有
作
是
説
。
於
勝
義
上
更
無
勝
義
。
眞
如
卸
是
諸
法
勝
義
。
故
就
勝
義
説
眞
如
空
、
此
言
稱
理
。
而
言
眞
如
非
實
有
者
、
此
不
稱
理
。
云
何
出
世
無
分
別
智
及
後
得
瀋
淨
世
智
、
縁
無
爲
境
是
應
正
理
(
卷
下
、
大
正
藏
經
30
.
274,
b
-
c
)
と
言
つ
て
ゐ
る
の
に
よ
る
と
、
淨
土
は
勝
義
の
有
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
る
。
㈱
中
論
第
十
八
品
(
觀
法
品
)
第
七
偈
。
大
正
藏
經
ωp
。
⑲
無
量
壽
經
論
註
卷
下
。
淨
全
ド
器
。゚°
拶
。
㈲
無
生
智
の
把
捉
が
、
曇
鸞
の
無
量
壽
經
論
註
卷
下
に
於
て
は
、
「
見
生
之
火
自
然
而
滅
」
に
郎
し
て
行
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
そ
の
表
現
の
示
す
如
巻
空
無
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
無
生
な
る
こ
と
を
了
得
す
る
智
そ
の
も
の
i
言
ひ
換
れ
ば
何
に
よ
つ
て
無
生
な
る
こ
と
を
了
得
す
る
か
と
言
ふ
問
に
應
ず
る
も
の
と
し
て
、
依
事
を
示
す
も
の
と
言
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
伽
冖
阿
彌
陀
佛
の
本
願
に
關
す
る
曇
鸞
の
見
解
は
、
淨
土
の
依
正
二
報
の
總
相
と
言
は
れ
る
清
淨
功
徳
に
示
さ
れ
る
處
に
よ
れ
ば
、
「
佛
本
所
以
起
此
莊
嚴
藩
淨
功
穗
者
、
見
三
界
是
虚
僞
相
、
是
輪
轉
相
、
是
無
窮
相
如
蝦
蠖
循
環
、
如
蠶
繭
自
縛
。
哀
哉
、
衆
生
締
此
三
界
顛
倒
不
淨
。
欲
置
衆
生
於
不
虚
僞
處
、
於
不
輪
轉
處
、
於
不
無
窮
處
得
畢
意
安
樂
大
清
淨
處
。
是
散
起
此
清
淨
莊
嚴
功
徳
也
。
」
(
卷
上
淨
全
H』
b。"。°
げ
)
と
言
は
れ
て
ゐ
る
如
く
、
一
切
衆
生
の
苦
惱
を
豫
想
す
る
こ
と
に
於
て
成
立
つ
て
ゐ
る
電
の
で
あ
り
、
名
號
は
名
體
不
離
な
る
も
の
と
し
て
、
「
彼
阿
彌
陀
來
至
極
無
生
清
淨
寳
珠
名
號
、
投
之
濁
心
念
念
之
申
罪
滅
心
淨
印
得
往
生
」
(
淨
全
h』
蠧
⇔
)
、
「
彼
清
淨
佛
土
有
阿
彌
陀
如
來
無
上
寳
珠
、
以
無
量
莊
嚴
功
徳
成
就
帛
裏
投
之
於
往
生
者
心
水
、
豈
不
能
轉
生
見
爲
無
生
智
乎
」
(
同
上
)
と
言
ふ
す
如
く
、
專
ら
そ
の
働
き
の
面
と
し
て
把
捉
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
働
き
は
「
豈
不
能
轉
生
見
爲
無
生
智
乎
」
と
'言
は
れ
る
如
く
、
衆
生
の
願
生
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
斯
樣
に
本
願
、
名
號
は
衆
生
を
豫
想
し
、
そ
の
苦
惱
乃
至
そ
れ
か
ら
の
離
脆
と
し
て
の
願
生
を
前
提
と
す
る
、
佛
か
ら
衆
生
へ
と
言
ふ
方
向
を
持
つ
働
き
で
あ
り
、
衆
生
の
願
生
は
阿
彌
陀
の
本
願
名
號
を
前
提
す
る
こ
と
に
於
て
衆
生
か
ら
佛
へ
と
言
ふ
方
向
を
形
成
せ
る
も
の
で
、
相
互
に
他
を
豫
想
し
、
前
提
と
し
、
互
び
に
方
向
を
異
に
せ
る
精
紳
の
呼
應
し
合
ふ
處
の
も
の
で
あ
る
。
五
欺
樣
に
曇
鸞
は
そ
の
無
量
壽
經
論
註
に
於
て
、
願
生
に
關
し
中
觀
哲
學
的
解
明
を
與
へ
な
が
ら
も
、
そ
れ
に
始
終
す
る
こ
と
な
く
淨
土
教
獨
自
の
論
理
を
コ
見
生
而
無
生
」
な
る
表
現
に
よ
り
闡
明
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
の
中
、
願
生
に
關
す
る
中
觀
哲
學
的
解
明
は
、
世
親
の
無
量
壽
經
論
を
そ
の
能
表
現
者
の
立
場
に
於
て
理
解
す
る
も
の
で
な
く
、
そ
こ
に
所
解
と
能
解
と
の
間
に
ズ
レ
の
あ
る
こ
と
は
先
に
論
じ
た
如
く
で
あ
る
。
然
る
に
「
見
生
而
無
生
」
な
る
表
現
に
於
て
汲
み
と
ら
れ
る
淨
土
敏
獨
自
の
論
理
ー
願
生
に
關
す
る
曇
鸞
の
積
極
的
な
解
明
は
、
多
分
に
瑜
伽
・
唯
識
的
論
理
を
内
含
せ
る
も
の
玉
如
く
想
定
せ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
曇
鸞
が
唯
識
・
瑜
伽
行
派
の
論
理
を
借
用
し
た
と
言
ふ
の
で
も
、
亦
淨
土
教
の
獨
自
な
論
理
が
そ
れ
に
よ
つ
て
成
立
つ
て
ゐ
る
と
言
ふ
の
で
も
な
く
、
「見
生
而
無
生
」
な
る
論
理
は
中
觀
よ
り
も
む
し
ろ
瑜
伽
・
唯
識
の
そ
れ
に
接
近
し
、
相
似
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
然
ら
ば
如
何
な
る
點
に
於
て
か
N
る
想
定
が
許
容
せ
ら
れ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
,
先
づ
第
一
に
曇
鸞
の
把
捉
し
た
淨
土
歡
は
、
勝
義
へ
の
行
道
に
於
て
願
生
な
る
有
見
と
勝
義
有
な
る
淨
土
と
の
兩
つ
が
許
容
せ
ら
れ
、
淨
土
教
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(藤
堂
恭
俊
)
三
五
九
宙
{
洋
學
覇講
叢
・
三
亠ハ
○
而
も
そ
の
間
に
複
素
凾
數
的
關
係
が
は
た
ら
い
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
二
重
の
能
所
關
係
の
上
に
そ
の
行
觀
が
成
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
能
所
な
る
關
係
を
行
觀
の
基
本
に
持
つ
も
の
と
し
て
瑜
伽
・
唯
識
の
行
觀
を
擧
げ
る
ご
と
が
出
來
る
。
帥
ち
瑜
伽
は
図
。
σq
9
の
音
譯
で
あ
り
、
相
應
と
も
漢
譯
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
原
語
よ
り
あ
る
基
礎
に
結
び
つ
く
意
味
を
持
つ
も
の
で
あ
る
點
、
能
所
の
關
係
に
於
て
成
立
つ
行
相
を
意
味
す
る
も
の
.で
あ
り
、
そ
れ
は
、
亦
法
界
等
流
の
歡
法
と
し
て
世
間
の
態
に
於
て
表
は
し
出
さ
れ
た
勝
義
に
係
る
も
の
で
も
あ
る
か
ら
、
ご
玉
に
も
二
重
の
能
所
關
係
が
存
す
る
、
と
考
へ
ら
れ
る
。
亦
唯
識
に
あ
つ
て
も
、
盧
N
'
i
v
妄
分
別
に
於
て
所
取
と
能
取
i
境
と
識
と
を
許
容
し
、
こ
の
能
所
の
關
係
を
通
し
て
識
境
倶
泯
な
る
勝
義
を
建
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
か
x
る
點
、
曇
鸞
が
「見
生
而
無
生
」
な
る
論
理
に
於
て
、
淨
土
教
獨
自
の
行
觀
を
把
捉
し
た
と
言
ふ
こ
と
は
、
申
觀
思
想
に
於
て
は
許
容
さ
れ
得
な
い
處
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
根
柢
に
瑜
伽
・
唯
識
の
行
觀
に
一
脈
相
通
す
る
も
の
を
持
つ
も
の
と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
更
に
亦
、
願
生
の
基
體
が
豫
想
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
言
ふ
こ
と
は
、
具
體
的
な
宗
教
體
驗
を
成
立
た
し
め
る
事
物
を
撥
無
せ
る
、
中
觀
思
想
に
於
て
許
容
さ
れ
得
な
い
處
の
思
考
で
あ
り
、
「
般
若
中
觀
の
読
の
如
く
、
一
切
世
間
が
幻
や
陽
燔
の
如
き
自
性
と
し
て
、
自
性
室
と
せ
ら
る
玉
と
き
は
、
外
な
る
も
の
が
幻
の
如
き
自
性
で
あ
る
と
同
樣
に
、
そ
の
外
な
る
も
の
を
把
握
す
る
内
な
る
知
覺
も
、
幻
の
如
き
自
性
と
し
て
室
無
に
な
る
か
ら
、
一
切
世
間
が
幻
の
如
き
自
性
で
あ
る
こ
と
を
何
に
よ
つ
て
了
得
し
、
ど
う
し
て
無
自
性
の
境
地
へ
⑥
悟
入
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
」
と
言
ふ
,
入
菩
提
行
論
の
細
註
の
物
語
る
、
唯
識
學
派
が
意
識
的
に
探
り
あ
げ
た
主
題
を
、
そ
の
間
の
印
度
に
於
け
る
事
情
に
關
し
不
明
白
裡
に
、
曇
鸞
が
と
ら
へ
て
ゐ
る
こ
と
を
物
語
る
に
外
な
ら
な
い
。
己
上
の
兩
つ
の
點
に
於
て
、
願
生
に
關
す
る
曇
鸞
の
積
極
的
な
見
解
が
、
中
觀
思
想
よ
り
遠
く
離
れ
、
か
へ
つ
て
瑜
伽
・
唯
識
の
行
觀
に
接
近
し
、
そ
れ
に
相
似
性
を
持
つ
所
以
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
最
初
に
觸
れ
て
置
い
た
如
く
、
菩
提
流
支
等
が
洛
陽
に
於
て
新
た
に
譯
出
し
た
、
瑜
伽
・
唯
識
・
如
來
藏
の
諸
經
論
に
關
し
、
曇
鸞
は
關
心
を
持
ち
、
實
際
そ
れ
ら
の
一
部
に
觸
れ
た
で
あ
ら
う
こ
と
は
、
彼
の
著
述
に
於
て
肯
定
せ
ら
れ
る
處
で
あ
る
と
共
に
、
そ
れ
に
關
す
る
正
確
な
認
識
・
理
解
と
爲
し
て
ゐ
な
い
と
言
ふ
ご
と
も
首
肯
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
ら
ば
瑜
伽
・
唯
識
の
行
觀
へ
の
接
近
が
、
い
か
な
る
經
過
を
辿
つ
て
行
は
れ
た
か
と
言
ふ
重
要
な
課
題
に
邁
遇
す
る
こ
と
N
な
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
は
論
を
あ
ら
た
め
て
考
究
す
る
こ
と
を
約
し
て
置
た
い
。
斯
樣
に
淨
土
歡
に
於
け
る
中
觀
瑜
伽
の
交
渉
に
於
て
、
曇
鸞
の
無
量
壽
經
論
註
を
素
材
と
し
つ
玉
論
を
進
め
て
來
た
の
で
あ
る
が
、
最
初
に
論
題
に
關
す
内
容
的
豫
測
と
し
て
、
無
量
壽
經
論
の
理
解
を
め
ぐ
る
能
所
相
互
間
に
見
出
さ
れ
る
ズ
レ
を
定
示
し
て
置
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
ズ
レ
に
二
段
階
の
あ
る
こ
と
、
言
ひ
換
れ
ば
、
中
觀
哲
學
的
理
解
と
淨
土
教
獨
自
の
行
觀
の
發
見
と
言
ふ
二
樣
を
呈
し
て
ゐ
る
と
結
論
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
①
望
月
信
亨
博
士
は
世
親
の
無
量
壽
經
論
を
、
教
行
境
果
と
言
ふ
瑜
伽
ρ
四
義
(
最
勝
子
}言
9℃
暮
B
の
瑜
伽
師
地
論
釋
)
に
於
て
理
解
せ
ん
と
も
も
む
つ
ヵ
コ
し
で
居
ら
れ
、る
が
、
そ
の
申
、
五
念
門
の
第
二
讃
歎
門
の
「
口
業
讃
歎
稱
昌彼
如
來
名
一
如
昌彼
如
來
光
明
智
相
一
如
昌彼
名
義
一
欲
三
如
實
修
昌行
相
應
一故
」
と
讀
む
こ
と
に
於
て
、
そ
れ
に
關
す
る
曇
鸞
の
理
解
の
瑜
伽
行
派
的
理
解
に
缺
く
る
點
を
指
摘
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
②
唯
識
に
於
け
る
所
取
・
能
取
i
l
境
と
識
と
の
關
係
は
、
最
後
境
識
倶
泯
に
於
て
極
ま
り
を
見
る
に
至
る
の
で
は
あ
る
が
、
瑜
伽
の
場
合
の
如
ヌ
、
還
相
的
な
性
格
を
持
つ
法
界
等
流
の
教
法
に
於
け
る
能
所
の
關
係
と
、
往
相
的
な
關
係
を
持
つ
行
者
の
瑜
伽
行
に
於
け
る
能
所
の
關
係
と
言
ふ
、
爾
つ
能
所
關
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
境
無
よ
り
識
無
へ
の
方
向
は
、
兩
つ
の
能
所
關
係
と
言
ふ
如
き
複
紊
凾
數
的
な
關
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
一
方
的
で
あ
り
、
反
射
蓮
動
と
し
て
理
解
せ
ら
れ
る
。
⑧
山
口
釜
博
士
,
般
若
思
想
史
q°。1
$
。
附
記一
言
お
詑
び
い
た
し
た
い
こ
と
は
、
紙
數
の
限
定
に
煩
は
さ
れ
、
第
四
項
の
申
程
已
降
が
、
殆
ん
ど
走
り
書
き
の
や
う
な
、
お
そ
ま
つ
な
こ
と
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
こ
と
で
あ
る
。
倚
ほ
本
稿
は
支
那
南
北
朝
時
代
に
な
さ
れ
た
佛
歡
の
受
容
・
理
解
・
展
開
と
言
い
ふ
私
の
荷
負
つ
て
ゐ
る
課
題
に
於
て
、
重
要
な
一
パ
ー
ト
を
講
成
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
成
果
に
於
て
今
の
足
ら
ざ
を
缺
除
面
が
補
は
れ
る
こ
と
を
約
し
て
、
小
西
・
前
田
・
高
畠
三
先
生
の
頚
壽
を
記
念
し
て
の
拙
稿
に
擱
筆
す
。
(
一
九
五
一
、
五
、
廿
五
)
(
佛
歡
大
學
助
敏
授
)
漂
土
教
に
於
け
る
中
觀
・
瑜
伽
の
交
渉
(
藤
堂
恭
俊
)
三
六
一

